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新
市
立
伊
勢
総
合
病
院
の
「
基
本
設
計
」
の
概
要
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
概
要
は
、
今
後
の
実
施
設
計
お
よ
び
施
工
の
段
階

で
一
部
変
更
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

正面側（北側）外観の完成イメージ

敷地面積　約36,800㎡
延床面積　病院棟：24,870㎡（エネルギー棟を含む）
　　　　　保育所：250㎡
構　　造　鉄筋コンクリート造・一部鉄骨造
　　　　　免震構造
階　　数　地上５階、塔屋２階（機械室・ヘリポート）
病 床 数　300床

新病院の詳しい情報は、伊勢総合病院のホー
ムページ（http://hospital.city.ise.mie.jp/）
などで随時お知らせします。

新
伊
勢
総
合
病
院
の

基
本
設
計
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

伊
勢
総
合
病
院
新
病
院
建
設
推
進
課
（
☎
63
９
０
５
２
）

1
患
者
本
位
の
良
質
な
治
療
・

療
養
環
境
の
整
備

2
職
員
に
と
っ
て
使
い
や
す
く

働
き
や
す
い
「
機
能
性
」
や
「
柔

軟
性
」
を
重
視
し
た
職
場
環
境

3
周
辺
環
境
や
地
球
環
境
に
配

慮
し
た
施
設
づ
く
り

4
健
全
経
営
の
推
進

建
設
整
備
方
針

　

こ
の
た
び
完
成
し
た
基
本
設

計
は
、
平
成
25
年
３
月
に
策
定

し
た
「
新
市
立
伊
勢
総
合
病
院

建
設
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

昨
年
11
月
か
ら
着
手
し
、医
師
・

看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

を
中
心
に
医
療
機
能
や
配
置
な

ど
の
検
討
を
進
め
て
作
成
し
て

き
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
よ
り
詳
細
な
実
施

設
計
の
完
成
に
向
け
て
、
さ
ら

に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

軟
弱
地
盤
対
策
が
必
要
な
新

病
院
敷
地
の
造
成
工
事
に
つ
い

て
は
、
建
設
工
事
に
先
立
っ
て

着
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
に
施
工
予
定
者
を
選

定
し
、
よ
り
良
い
工
程
の
提
案

を
実
施
設
計
へ
反
映
さ
せ
、
工

事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
細

を
協
議
し
、
平
成
28
年
度
の
着

工
、
平
成
30
年
の
開
院
を
目
指

し
ま
す
。

　

基
本
設
計
完
成
時
点
で
の
工

事
費
積
算
に
よ
り
、
新
病
院
建

設
事
業
費
の
見
直
し
を
し
ま
し

た
。

　

労
務
単
価
や
建
築
資
材
の
高

騰
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
大
幅

な
増
加
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
費
の
約
75
％
が
病
院
事

業
債（
借
入
）と
な
り
、
元
利
償

還
の
際
に
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
財
政
支
援
も
受
け
て
、
新
病

院
建
設
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

（単位：百万円）
平成25年3月
基本計画　

平成27年8月
基本設計完成時点

用地取得 80 163
調査・設計等 262 304
工事
（うち建設工事）

　　 8,293
　  （7,087）

　　  13,524
　    （11,400）

医療機器等 2,700 2,700
諸準備 75 129

合　計 11,410 16,820

平成26年度 平成 27年度 平成 28年度

建設設計
業務

建設工事

敷地造成
工事

基本設計
造成実施設計 実施設計

施工予定
者選定 実施設計の支援 建設工事

建設地造成工事

当面のスケジュール

設
計
の
検
討
経
緯

工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

事
業
費
の
見
直
し

建設事業費の見直し

看護部キャラクター「伊勢野こころちゃん」
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H

新市立伊勢総合病院

健診センター健診センター健診センター 主出入り口主出入り口主出入り口

駐車場駐車場駐車場

駐車場駐車場駐車場

駐車場駐車場駐車場

ホスピタル
ガーデン
ホスピタル
ガーデン
ホスピタル
ガーデン

エネルギー棟エネルギー棟エネルギー棟

保育所保育所保育所

カルテ庫などカルテ庫などカルテ庫など

屋上にドクターヘリ
対応ヘリポートを
設置します。

御
幸
道
路

御
幸
道
路

御
幸
道
路

一般車両駐車場出入り口を
東側へ配置します。

雨水調整池を有効活用して
地域開放のホスピタルガー
デンを設置します。

御幸道路側バス停
からの歩行者動線
を確保します。

23

外来 外来 外来

光庭光庭
中央処置
化学療法 光庭

外来

外来外来外来放射線
治療

健診センター

健診センター 正面玄関 時間外

生理検査
内視鏡

放射線診断

ホスピタルストリート

医療事務 救急外来
感染

救急

階段

受付・会計

中央待合 守衛
防災患者支援

WC

WC

EV
EV

EV
EV
EV EV
EV

レストラン

コンビニWC

外
来

核
医
学
検
査

階
段

光
庭WC

EV

物
品
搬
入

階
段

外
来
患
者

職
員

EV

EV
EV

EV EVEV
EV EV

厨房

管理

管理 当直

検体検査
管理

医局
リハビリ

リハビリ庭園

階段管理

人工透析
会議

薬局講堂
吹き抜け

WC

管理

管理剖検

厨房 中央
倉庫

研修

管理

管理 Ｗ
Ｃ

外来・検査部門、レストランなどの外来
患者利用施設を集約配置し、分かりやす
さの向上と移動負担の軽減を図ります。

１階
リハビリ・透析部門を配置し、南側のリハビリ
部門には、専用庭園を設置するなど明るく広い
環境を整えます。

２階

関連性の高い手術部門・HCU・外科系病
棟を集約配置し、１階の救急部門と専用
エレベーターにより動線を確保します。

３階
一般病棟と回復期リハビリ病棟を配置し、回復期
リハビリ病棟には病棟内リハビリスペースと歩行
訓練ができるゆとりのある廊下を確保します。

４階

平面計画

療養病棟と全室個室の緩和ケア病棟を南
側に配置し、緩和ケア病棟には、ゆとり
のあるデイルームを設置します。

５階

①…個室
④…４床室

配置・外構計画

①…個室
④…４床室

①…個室
④…４床室

EV EV EVEV
EV EV EV

階
段

光
庭
管
理

空調
機械

中央
材料

放射線

光庭

スタッフ
ステーション

一般病棟：40床
①

①①① ①①

①

①
①

①

④

④

④

④

④

④

④

①

①デイ
ルーム

スタッフ
ステーション

臨床
工学

階段

手術

HCU：20床

病理
検査

一般病棟：40床一般病棟：40床

回復期リハビリ病棟：40床

① ①

①

①

①①①①①① ①
①
①
①

①
①
①
①

①①

①① ①①デイ
ルーム④

④

④

④

④

④

④

④

④
④④④④④④④④④④④④

④
①①

①①①①①①

スタッフ
ステーション

病棟
リハビリ

光庭

デイ
ルーム

デイ
ルーム

スタッフ
ステーション

スタッフ
ステーション

光庭 光庭ラウンジ管理 管理

EV
EV EV EV

EV EV
管
理

管
理

階
段

光
庭

階段

療養病棟：20床

一般病棟：40床 一般病棟：40床

緩和ケア病棟：20床
デイ
ルーム

デイ
ルーム

デイ
ルーム

デイ
ルーム

スタッフ
ステーション

スタッフ
ステーション

スタッフ
ステーション

EV
EV

EV
EV
EV
EV
階
段管理

①

①
①
①

①①①①

①

①①

①

①①① ①

①①①①①①①①

①①
①
①
①
①
①
①
①
①
①
①

④

④

④

④
④

④
④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④ ④

④

光庭

光庭 光庭ラウンジ管理 管理

光庭

①
①
①
①

階段
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マイナンバー通知カードを
受け取ってください
戸籍住民課（☎㉑5553）

大切なカードです
捨てないでね

11月30日㊊までに通知カードが送付されます
　マイナンバー（個人番号）の通知カードは、

11月30日㈪までに、世帯ごとに簡易書留
郵便で届けられます。

簡易書留郵便を受け取れなかったら…

※住民票の住所が実際に住んでいる所と異なる場合は、お渡しできない場合があります。

■留守により受け取れなかった場合
　郵便局での保管期間中は、郵便局からの不在通知により受け取って
ください。郵便局での保管期限を過ぎると、市に返戻されます。同じ
宛先への再送を希望する場合は、電話で戸籍住民課へ申し出てくださ
い。市役所での受け取りを希望する場合は、12月７日㈪以降、次の
物を持参し、戸籍住民課へお越しください。

持ち物
・・本人が来庁する場合…本人確認書類
・代理人が来庁する場合…本人確認書類・代理人の本人確認書類・委任状
※委任状は、戸籍住民課・各総合支所生活福祉課・各支所にあります。
　また、市のホームページに掲載します。

■郵便局で転送の手続きをし
　ていて受け取れない場合
　通知カードは転送不要の簡易書
留郵便で送付されるため、郵便局
で転送の手続きをしている場合
は、配達されずに市へ返戻されま
す。この場合は、あらためて市か
ら転送可能な普通郵便で案内を送
付しますので、案内に従って受け
取ってください。

電子証明書をご利用の皆さんへ
　確定申告の電子申告などを利用するには、電子証明書が必要です。電子証明書は、住民基本台帳カー

ドまたは個人番号カードに搭載することができます。

■住民基本台帳カードに搭載する場合
申請期限　12月22日㈫
受付時間　午前８時30分～午後５時
手 数 料 　500円（住民基本台帳カード　
　　　　　を持っていない人は別途500
　　　　　円が必要）

■個人番号カードに搭載する場合
手数料　初回は無料
※ただし、個人番号カードは、平成28年１月以降に全国で順
　次交付されるもので即日交付できないため、平成28年の確
　定申告期間に間に合わない可能性があります。

※すでに電子証明書を利用している人で有効期限切れや住所・氏名の変更などにより住民基本台帳カードに搭載して
　いる電子証明書が失効している人、または、平成28年の確定申告で新たに電子申告をする人は、ご注意ください。

 こんな封筒が届きます

住所異動届や戸
籍の届け出の際
は、必ず通知カ
ードを持参し
てください。

通知カードは、
本人確認書類と
しては使えま
せん。
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1
ふ
る
さ
と
納
税
の
特
例
控
除

限
度
額
の
引
き
上
げ

　

個
人
住
民
税
に
お
け
る
都
道

府
県
ま
た
は
市
区
町
村
に
対
す

る
寄
附
金
税
額
控
除（
ふ
る
さ

と
納
税
）
に
つ
い
て
、
特
例
控

除
限
度
額
が
「
個
人
住
民
税
所

得
割
額
の
２
割
」
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

2
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
特
例
制
度
」
に
よ
る
寄
附

金
税
額
控
除
の
適
用

　

確
定
申
告
を
行
う
必
要
の
な

い
給
与
所
得
者
等
が
平
成
27
年

４
月
１
日
以
降
に
ふ
る
さ
と
納

税
を
行
う
際
、
申
告
の
特
例
の

申
請
を
す
る
と
、
寄
附
先
団
体

が
寄
附
者
に
代
わ
っ
て
住
所
地

の
市
区
町
村
へ
通
知
を
行
う
こ

と
で
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て

も
寄
附
金
控
除
の
適
用
が
受
け

ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
特
例
が
適
用
さ
れ
る
場

合
は
、
寄
附
金
に
係
る
所
得
税

控
除
分
相
当
額
を
含
め
、
翌
年

度
の
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
特
例
の
申
請

を
行
っ
て
い
て
も
、
確
定
申
告

を
行
う
人
や
、
５
団
体
を
超
え

る
都
道
府
県
ま
た
は
市
区
町
村

に
対
し
て
寄
附
を
行
っ
た
人

は
、
こ
の
特
例
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
確
定
申
告
で
寄
附

金
控
除
の
適
用
を
受
け
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

3
個
人
住
民
税
の
住
宅
借
入
金

等
特
別
税
額
控
除
の
適
用
対
象

期
間
の
延
長

　

個
人
住
民
税
に
お
け
る
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適

用
期
限
が
、
平
成
31
年
６
月
30

日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

税
制
改
正課税

課
市
民
税
係
（
☎
㉑
５
５
３
４
）

伊
勢
税
務
署
（
☎
㉘
３
１
９
１〔
音
声
ガ
イ
ド
で
2
を
選
択
〕）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
末
調
整
等
説
明
会
・
所
得
税

の
青
色
決
算
等
説
明
会

　

左
表
の
と
お
り
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

①年末調整等説明会
とき ところ 対象地域

11 月 20日㈮
10:00 ～ 12:00 生涯学習センター

いせトピア

伊勢市（二見町・小俣町・御
薗町を除く）

11月 20日㈮
14:00 ～ 16:00

伊勢市（二見町・小俣町・御
薗町）、鳥羽市、度会郡

②所得税の青色決算等説明会
とき ところ 対象地域

11 月 19日㈭
14:00 ～ 16:00

生涯学習センター
いせトピア

伊勢市・鳥羽市・度会郡

※上表のほか、11月26日㈭に阿児アリーナ（志摩市阿児町神明）でも
　説明会を開催します。（①は10:00 ～ 12:00、②は 14:00 ～ 16:00）
※いずれの日程に出席いただいても構いません。
※青色申告決算書などは、確定申告書と同時に送付されます。ただし、
　平成 26年分所得税および復興特別所得税の確定申告書を、電子申
　告（e-Tax）または国税庁のホームページ（http://www.nta.go.jp/）の「確
　定申告書作成コーナー」で作成し提出した人については、平成 27
　年分の青色申告決算書などは送付されません。必要な場合は、国税
　庁のホームページから出力するか、税務署または説明会会場で受け
　取ってください。

　

11
月
11
日
㈬
〜
17
日
㈫
は

　

税
を
考
え
る
週
間

　

税
の
役
割
…

　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

「
税
を
考
え
る
週
間
」で
は
、

国
民
の
皆
さ
ん
に
、
租
税
の
役

割
や
税
務
行
政
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
い
ま
す
。

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
特
集
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

国
税
局
や
税
務
署
の
仕
事
を
動

画
で
紹
介
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
番
組
「
Ｗ
ｅ
ｂ

－

Ｔ
Ａ
Ｘ

－

Ｔ
Ｖ
」
や
、
イ
ラ
ス
ト
・
グ
ラ

フ
を
交
え
な
が
ら
税
の
役
割
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
ス
ラ

イ
ド
な
ど
、
税
に
関
す
る
情
報

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
税
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

国税庁のホームページ
http://www.nta.go.jp/
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暮
ら
し
の
中
で
最
期
ま
で
生
き
る

「
か
あ
さ
ん
の
家
」が
地
域
を
育
て
る

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
（
☎
㉑
５
６
１
１
）

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で

自
分
ら
し
く
最
期
ま
で
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
在
宅
介

護
の
一
つ
の
場
で
あ
る
ホ
ー
ム

ホ
ス
ピ
ス
の
役
割
を
知
る
と
と

も
に
、
地
域
で
の
看み

取
り
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

と
き　

11
月
29
日
㈰
、
午
後
１

時
〜
２
時
30
分（
開
場
は
正
午
）

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館（
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
）・
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　
「
地
域
で
看
取
る
〜
ホ

ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
の
役
割
」
に
つ

い
て
の
お
話

講
師　

市
原
美
穂
さ
ん（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
宮
崎

理
事
長
）

定
員　

３
０
０
人（
先
着
順
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
専
用
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【講師プロフィール】
　1947年宮崎県生まれ。1987年に宮
崎市で夫が「いちはら医院」を開業し、
医療現場に裏方として携わる。1988
年に「ホームホスピス宮崎」の設立
に参画し、2002年から「 NPO法人ホ
ームホスピス宮崎」理事長を務める。
2004年には「ホームホスピスかあさ
んの家」開設。

予
算
額　
約
14
万
２
千
円（
国
・
県

交
付
金
収
入
あ
り
）

伊
勢
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
啓
発
講
演
会

市原美穂さん

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
財
政

健
全
化
法
）に
よ
り
、
地
方
公

共
団
体
は
、
毎
年
度
の
決
算
に

基
づ
き
、健
全
化
判
断
比
率（
実

質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
）お
よ
び
資
金
不

足
比
率
を
公
表
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
平
成
26
年
度
決
算
に

基
づ
く
伊
勢
市
の
財
政
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
健
全
化
法
と
は
？

　

財
政
悪
化
が
進
む
地
方
公
共

団
体
の
財
政
破
た
ん（
倒
産
）を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
地
方
公
共

団
体
が
、
毎
年
度
の
決
算
状
況

に
基
づ
き
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
早
期
に
財
政
の
健
全
化

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
こ

比
率
が
悪
化
す
る
と
？

　

財
政
状
況
を
計
る
基
準
と
し

て
、
早
期
健
全
化
基
準
と
財
政

再
生
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
早
期
健
全
化
基
準
は
「
イ

エ
ロ
ー
カ
ー
ド
」、
財
政
再
生

基
準
は
「
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
」
に

例
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
か
の
指
標
が
、
こ
の

基
準
を
上
回
る
と
、
財
政
再
建

に
向
け
た
計
画
を
策
定
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

早
期
健
全
化
基
準
を
上
回
る

場
合
は
自
主
的
に
財
政
再
建
を

図
り
、
財
政
再
生
基
準
を
上
回

る
場
合
に
は
国
の
管
理
・
指
導

の
下
で
財
政
再
建
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
な
る
と
、
公
共

料
金
の
値
上
げ
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
廃
止
な
ど
、
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
な
ど
の
企
業
会

計
で
は
、
経
営
健
全
化
基
準
を

上
回
る
と
、
経
営
改
善
に
向
け

た
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、
経
営
の
再
建
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

伊
勢
市
の
状
況
は
？

　

平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
く

伊
勢
市
の
状
況
は
、
全
て
の
指

標
で
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、

財
政
健
全
化
法
の
指
標
に
よ
る

と
健
全
な
財
政
状
況
で
あ
る
と

判
断
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
財
政
状
況
は
こ
の

指
標
の
み
で
判
断
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
経

済
情
勢
な
ど
を
考
え
る
と
、
伊

勢
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

く
、
決
し
て
安
心
で
き
る
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
今
後
も
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
等
を
公
表

と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
法
律

で
す
。 財

政
課
（
☎
㉑
５
５
２
９
）
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30（％）0

伊勢市
0％

（赤字なし）

早期健全化
基準
16.81％

財政再生
基準
30.00％

10

健全化判断比率・
資金不足比率

※普通会計…他の地方公共団体と比較
　するための統計上の会計区分です。
　伊勢市の場合は、一般会計・住宅新
　築資金等貸付事業特別会計・土地取
　得特別会計から構成されます。
※標準財政規模…標準的な状態で通常
　収入されるであろう一般財源（市税
　や普通地方交付税など）の規模。 10 20（％）0

伊勢市
0％

（赤字なし）

早期健全化
基準
11.81％

財政再生
基準
20.00％

普通会計の赤字の程度を示す
実質赤字比率 0％（赤字なし）
算出式 =

普通会計の赤字額

標準財政規模

　数値が大きいほど、財政運営が
深刻化していることを表します。
平成 26 年度は赤字額が発生しな
いため、実質赤字比率は算定され
ませんでした。

市全体の赤字の程度を示す
連結実質赤字比率 0％（赤字なし）
算出式 =

一般会計・特別会計・企業会計の赤字総額

標準財政規模

　数値が大きいほど、財政運営が
深刻化していることを表します。
平成 26 年度は赤字額が発生しな
いため、連結実質赤字比率は算定
されませんでした。

20

病院・水道・下水道などの企業会
計の資金不足の程度を示す
資金不足比率 0％（資金不足額なし）

算出式 =
企業会計の資金不足額

企業会計の料金収入など

　数値が大きいほど、経営が深刻化してい
ることを表します。平成 26年度は資金不足
額が発生しないため、資金不足比率は算定
されませんでした。

0 10 20（％）

企業会計
0％

（資金不足額なし）

※伊勢市の企業会計には、次のものがあります。

・・病院事業　・・水道事業　・・下水道事業　・・認知症

対応型共同生活介護事業

普通会計の借入金返済額の
大きさを示す
実質公債費比率 4.7％（基準内）

算出式 =
借入金の定期償還額など

標準財政規模

　数値が大きいほど、資金繰り
が悪化していることを表しま
す。平成 26 年度は 4.7%（対
前年度比 0.7 ポイント改善）で
した。

20 35（％）0

伊勢市
4.7％

早期健全化
基準
25.0％

財政再生
基準
35.0％

10 30

普通会計の将来的支出が見込
まれる額の大きさを示す
将来負担比率 0％（将来負担なし）

算出式 =

市債残高＋
退職金などの将来負担見込み額など

標準財政規模

　数値が大きいほど、将来、財政
を圧迫する可能性が高いことを表
します。平成 26年度は将来負担す
べき実質的な負債は発生しないた
め、将来負担比率は算定されませ
んでした。

0 100 200 300 350（％）

早期健全化基準
350％

伊勢市
0％

（負担なし）

※財政再生基準は設定されていません。

経営健全化基準
20.00％

伊勢市の

11
月
９
日
月
〜
15
日
日

11
月

月

1

日

秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間

「
無
防
備
な  
心
に
火
災
が  

か
く
れ
ん
ぼ
」

消
防
本
部
予
防
課
（
☎
㉕
１
２
６
８
）

平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
付

け
て
い
て
良
か
っ
た
」「
大
惨
事

に
な
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
声

が
届
い
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
ち
早
く

火
災
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
、

逃
げ
遅
れ
を
防
い
だ
り
、
小
さ

な
火
の
う
ち
に
消
火
活
動
が
で

き
た
り
す
る
の
で
、
被
害
を
最

付
い
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

＜事例①＞
　台所で鍋を火にかけたまま

忘れて外出し、空だき状態と

なって煙が出たが、居間に取

り付けてあった住宅用火災警

報器が作動したため、隣の人

が気付いてガスこんろの火を

消して火災とならなかった。

＜事例②＞
　深夜に寝室で寝ていたら、

寝室の住宅用火災警報器が鳴

ったので目が覚め、部屋から

出ると、家の中に煙が充満し

ていたので避難し、大惨事に

ならなかった。
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二見・小俣・御薗公民館講座

寄せ植え教室

と　き　11月28日㈯、10:30～12:00
ところ　二見公民館・第１会議室
講　師　山路元彦さん（日本ハンギングバスケ
　　　　ット協会三重支部役員）

定　員　20人（申し込み多数の場合は抽選）
持ち物　材料費3,200円、作業用手袋（軍手・ビ
　　　　ニール手袋など）、エプロン、新聞紙

申込先　二見公民館
　　　　（〒519-0609 二見町茶屋209）

と　き　12月１日㈫、13:30～15:00
ところ　小俣公民館・第１会議室
講　師　大松典江さん（伊勢市生涯学習講師人
　　　　材バンク登録講師）

定　員　15人（申し込み多数の場合は抽選）
持ち物　材料費3,500円、作業用手袋（軍手・ビ
　　　　ニール手袋など）、エプロン、新聞紙、

　　　　移植ごて（スコップ）、持ち帰り用袋（ゴ

　　　　ミ袋など）、バケツ

申込先　社会教育課
　　　　（〒519-0592 小俣町元町540）

11月６日㈮（当日消印有効）までに、往復はがきに必要事項（右図参照）
を記入し、各申込先へ
※全講座に応募できますが、1枚の往復はがきで1人1講座の申し込みにな
　ります。
※同一講座への重複申し込みは無効となります。
※受講可否については、応募者全員に返信用はがきでお知らせします。

二見公民館講座
二見公民館（☎421117）

小俣公民館講座
社会教育課（☎㉒7886）

と　き　12月2日㈬、13:30～15:00
ところ　御薗公民館・講堂
講　師　天野千秋さん（伊勢市生涯学習講師人材バンク登録
　　　　講師）

定　員　15人（申し込み多数の場合は抽選）
持ち物　材料費3,000円、作業用手袋（軍手・ビニール手袋な
　　　　ど）、エプロン、新聞紙、移植ごて（スコップなど）、

　　　　持ち帰り用袋（ゴミ袋など）、割り箸

申込先　御薗B&G海洋センター
　　　　（〒516-0806 御薗町上條1173-1）

御薗公民館講座
御薗B&G海洋センター（☎364511）

申し込み

（何も記入しないでください）《申込先の住所》
  《申込先の宛名》行

①講座名
②住所
③氏名（フリガナ）
④年齢

⑥電話番号
⑦勤務先または学校名
　（市外在住者のみ）

⑤性別

往復はがきの書き方

社会教育課（☎㉒7886）

　各公民館で寄せ植え教室を行います。

　今回は「冬バージョン」。年末年始は何

かとお客さまの増える季節です。美しい

冬のお花たちでお迎えしましょう。

対　象　市内に在住または通勤・通学し
　　　　ている15歳以上の人（中学生を除く）
受講料　無料（別途材料費などが必要）
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幸

と　き　11月22日㈰  午後１時～３時30分
ところ　ハートプラザみその・多目的ホール
内　容
○講演　恋愛と結婚のための脳科学
　　講師／澤口俊之さん（人間脳科学研究所長など）
○ミニセミナー　「結婚」で幸せになれるの？ほんとのトコロ
　　講師／石川夕起子さん（関西国際大学人間科学部経営学科ブライダルコース講師）
○ミニセミナー　「結婚」「子育て」のお金！ほんとのトコロ
　　講師／小久保敏枝さん（ファイナンシャルプランナー）
○パネルディスカッション　「結婚」ほんとのトコロ
　　パネリスト／澤口俊之さん、石川夕起子さん、小久保敏枝さん、伊勢市長（予定）
　　ゲスト／小西隆緒さん、めぐみさん夫妻（みえの育児男子プロジェクト第２回ファザー・オブ･ザ･
　　　　　　イヤー inみえ2015年大賞受賞者）
定　員　250人〔①独身の人…100人、②企業・団体の人…50人、③その他一般の人…100人〕（先着順）
申し込み　11月２日㈪から、氏名、上記①～③の区分、連絡先を、Ｅメール・ファクス・電話で市民交
　　　　流課（アドレスkouryu@city.ise.mie.jp、FAX㉑5642）へ

　結婚なんてまだまだ先、恋愛・結婚に興味はあるけれどいまひとつ踏み切れないでいる。そんな

思いはありませんか？

　市では、「恋愛・結婚の壁」となっている不安要素を解消するため、結婚を前向きに考えるきっか

けとなるフォーラムを開催します。

澤口　俊之さん

せな結婚
のススメ

ほんとの
　　トコロ教えて！

市民交流課（☎㉑5513）

　

市
で
は
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、「
市
政

へ
の
提
案
箱
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
市
民
の
声
」
に
よ
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
・
ご

提
案
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
政
に
つ
い
て
の
建
設
的
な

ア
イ
デ
ア
や
、
新
し
い
発
想
の

提
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
政
へ
の
提
案
箱

　

市
内
各
所
に
設
置
さ
れ
た

「
市
政
へ
の
提
案
箱
」
に
備
え

付
け
て
あ
る
記
入
用
紙
に
、
市

政
に
対
す
る
建
設
的
な
意
見
・

提
案
・
ア
イ
デ
ア
と
、
氏
名
・

住
所
な
ど
を
記
入
し
、
箱
へ
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

　

後
日
、
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
連
絡
先
に
回
答
し
ま
す
。

設
置
場
所　

市
役
所
本
館
・
１

階
市
民
ホ
ー
ル
、各
総
合
支
所
、

各
支
所
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
、
福
祉
健
康
セ
ン

タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
の
声
」

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
の

「
市
民
の
声
」
の
コ
ー
ナ
ー
か

ら
、
ご
意
見
な
ど
を
投
稿
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
日
、
入
力
し
て
い
た
だ
い

た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
て
に
回

答
し
ま
す
。

　

「
市
政
へ
の
提
案
箱
」
と
「
市

民
の
声
」に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・

提
案
な
ど
と
そ
れ
に
対
す
る
回

答
は
、
個
人
が
特
定
で
き
な
い

よ
う
に
編
集
し
た
上
で
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
本

館
・
１
階
市
民
ホ
ー
ル
の
掲
示

板
で
紹
介
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

市
政
に
つ
い
て
の
提
案
を

　
　

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

広
報
広
聴
課
（
☎
㉑
５
５
１
５
）
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平
成
27
年
度「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」標
語

「
も
し
か
し
て
」

　

あ
な
た
が
救
う 

小
さ
な
手

こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉑
５
７
１
６
）

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

み
ん
な
で
守
ろ
う
！
子
ど
も
の
未
来

 　
　

し
つ
け
と
虐
待
は

 　
　

異
な
り
ま
す

　

「
し
つ
け
」
の
つ
も
り
で
虐

待
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

「
し
つ
け
」
と
は
、
子
ど
も

に
社
会
性
を
持
た
せ
、
自
立
を

さ
せ
る
た
め
に
行
う
家
庭
内
で

の
教
育
の
こ
と
で
す
。
体
罰
や

言
葉
で
責
め
立
て
て
従
わ
せ
る

こ
と
は
、「
し
つ
け
」
の
つ
も

り
で
も
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
や
発
達
を
損
な
う
場
合
は

「
虐
待
」
に
な
り
ま
す
。

　

「
子
育
て
の
不
安
」
や
「
ス

ト
レ
ス
」
が
積
み
重
な
っ
て
、

さ
さ
い
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で

虐
待
が
始
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　

子
育
て
は
、
一
人
で
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族

や
地
域
の
人
に
も
協
力
を
求
め

ま
し
ょ
う
。
子
育
て
相
談
機
関

を
利
用
し
た
り
、
子
育
て
仲
間

を
つ
く
っ
た
り
、
悩
み
を
分
か

ち
合
え
る
人
が
い
る
と
心
強
く

な
り
ま
す
。

　

子
育
て
に
不
安
や
悩
み
は
付

き
物
で
す
。
一
人
で
悩
み
を
抱

え
込
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

①ちょっとした息抜きや趣味を楽しむ

②相談できる人（ママ友・パパ友）をつくる

③祖父母や地域の人たちとの交流を持つ

④保育所・幼稚園や児童館などを利用する

⑤保健センターや子育て支援センターに相談する

子育てストレス解消のヒント！
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虐
待
か
も
…
と
思
っ
た
ら

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
経
済

的
困
難
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

が
抱
え
る
問
題
に
加
え
、
地
域

で
の
孤
立
が
そ
の
背
景
に
あ
り

ま
す
。
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
に

は
、
ま
ず
地
域
ぐ
る
み
で
子
育

て
家
庭
を
温
か
く
見
守
り
、
さ

り
げ
な
く
声
掛
け
す
る
な
ど
の

行
動
が
大
切
で
す
。

　

「
虐
待
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
子
ど
も
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
市
や
児
童
相
談
所
へ
連
絡

（
通
告
）し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な

た
の
連
絡
が
子
ど
も
を
守
り
、

同
時
に
保
護
者
を
救
う
き
っ
か

け
に
も
な
り
ま
す
。

子育てに関する
相談・虐待の連絡（通告）先
◎こども家庭相談センター（☎㉑5709）
◎三重県南勢志摩児童相談所（☎㉗5143）
※夜間・休日で緊急性があるときは…
・・三重県児童相談センター
　（☎059・231・5901）
・・伊勢警察署（☎⑳0110）

知っていますか？
乳幼児揺さぶられ症候群

　赤ちゃんが何をやっても泣きやまないと、イ

ライラしてしまうことは誰にでも起こり得ま

す。しかし、泣きやまないからといって、激し

く揺さぶらないでください。

　赤ちゃんや小さな子どもが激しく揺さぶられ

ると、見た目には分かりにくいですが、頭（脳

や網膜）に損傷を受け、重い障がいが残ったり、

命を落とすこともあります。どうしても泣きや

まないときは、赤ちゃんを安全な所に寝かせて、

その場を少しの間でも離れ、まず自分をリラッ

クスさせましょう。

赤ちゃんを激しく揺さぶらないで

児童虐待とは
　児童虐待は、大きく４つに分けられますが、

これらが重複して起きていることが少なくあり

ません。

＜身体的虐待＞
・・殴る、蹴る、投げ落とす

・・赤ちゃんを激しく揺さぶる

・・意図的に子どもを病気にさせる など

＜心理的虐待＞
・・大声や言葉による脅し、無視

・・きょうだい間での差別的扱い

・・子どもの目の前で家族に対して暴力を振るう

　（DV）など

＜ネグレクト（育児の拒否・怠慢）＞
・・適切な衣食住の世話をしない

・・病気になっても受診させない

・・学校に登校させない など

＜性的虐待＞
・・子どもへの性的行為

・・性器や性交を見せる

・・ポルノグラフィーの被写体にする など

虐待かもと思ったら
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平井　友也
　今年、被爆者の平
均年齢が八十歳を超
えました。今度は僕た
ち若い世代が原爆の
ことを伝えていかなけ
ればなりません。そ
のために何ができるのか。実
際に広島に行ってみる。本や
インターネットで調べてみる。
そして、周りの人に知ったこ
とを話す。僕たちにもできる
ことがたくさんあるので、そ
れを実行して、戦争や原爆の
恐ろしさを伝えていきたいで
す。

世古　明日香
　被爆証言講話での
切明千枝子さんが話
されたことがとても
印象的で、広島に行っ
てから毎日思い出し
ています。「下級生の

遺体を焼いたんです。この
手で。」悲しそうに話された
切明さんを見て、胸が締め
付けられました。切明さん
のお話を聞き、資料館を見
学したことで、戦争はもう二
度と起こってほしくないと強
く感じるようになりました。

倉田山中学校
坂口　姫美伶
　平和記念式典の参
加はとても良い経験
となりました。特に、
印象に残っているの
は、広島市長による
平和宣言、二名のこど
も代表による平和への誓いで
す。平和宣言には、一言一言
に重みがあり、心に響きまし
た。平和への誓いは、七十年
を経た今でも、平和への思い
が、次の世代を担う子供たち
に、しっかり繋がっているん
だなと感動しました。

丹生　新都
　二日目は平和記念
式典に参加しました。
式典には、世界中か
ら平和を願い多くの
人たちが参加されて
いました。その中で

も、こども代表による「平和
への誓い」が心に残ってい
ます。世界で戦争と核爆弾
をなくして誰もが平和に暮
らせる世界になることを心か
ら願います。そのためにも、
広島で学んだこと、感じたこ
とをたくさんの人たちに伝え
ていきたいです。

港中学校

藤浪　玄伍
　戦争を二度と起こし
てはいけないという平
和への願いを次世代
に伝えていくために、
つらくて悲しい経験を
思い出して話してくだ
さる被爆者の方たちの気持ち
を僕たちはしっかりと受け止
め、心で感じながら聞かなく
てはならないと強く思いまし
た。式典に参加したり、被爆
証言講話を聴いたりしたこと
は平和について深く考えると
てもいい機会になりました。

荒木　りおん
　平和記念式典で
は、広島市長の平和
宣言の中の「広島を
まどうてくれ！」とい
う言葉が強く私の心
に響きました。故郷

や家族、そして身も心も元
通りにしてほしいという被爆
者の悲痛な叫びです。また、
こども代表による平和への
誓いでは、昨年広島で起き
た土砂災害のことに触れ、
大切な人を失う悲しみは想
像することができると語ら
れました。

厚生中学校
辻　利温
　僕は、今回広島で
学んだ「きのこ雲の下」
で起きた悲しみや苦し
みを多くの人に伝えな
ければならないと強く
思いました。そして、
「思いやり、いたわり、他人や
自分を愛することが平和の原
点。」印象に残ったこの言葉
を忘れず、今ある平和に感謝
して生きていきたいと思いま
す。そうすることが、僕たち
ピースメッセンジャーの役目だ
と考えます。

田中　理音
　二度と悲しいこと
が起こらぬよう一人一
人が自分の考えを見
直し、仲間や家族を
思いやることが大切
です。広島を訪れて

戦争について考え、人間とし
ての生き方をたくさん学ばせ
ていただきました。現在、私
たちが見ている青く広い空を
十年後、二十年後も見ること
ができる平和な日本、平和
な世界にしていくことは、今
を生きる私たちの役目だと強
く感じました。

豊浜中学校

東　花凛
　平和記念資料館で
は、想像を絶する展
示品ばかりでした。印
象に残っているのは、
原爆の炎で黒く焼け
焦げた女性の皮膚と
爪です。たくさんの人が数あ
る展示物に衝撃を受け、声も
出ないほどでした。広島に落
とされた原爆「リトルボーイ」
の模型もありました。思って
いたより大きくて、この爆弾
が、一瞬にして広島の街を破
壊したと考えると、ぞっとし
ました。

平林　正輝
　被爆された切明千
枝子さんのお話を聞
かせていただきまし
た。現在は八十五歳
で、被爆当時は十五
歳でした。原爆が落

とされた時は、建物の陰に
隠れていて火傷はまぬがれ
たそうです。しかし、下級
生たちの死を目の当たりにし
ました。千枝子さんの「自
分が生きているのは、下級
生たちの悲惨な死を後世に
語り継ぐためだ。」という言
葉が印象に残りました。

宮川中学校
浜口　麗奈
　今回、広島にある
資料館では、悲惨な
様子を見て「これが
真実なんだ」と心に
刻まれました。社会
の授業で戦後日本は、
七十年間平和な国として歩み
続け、非軍事面での国際貢献
を重ねてきたと学びました。
これらの努力は、私たち若い
世代の誇りであり、今度は、
私たちがこの考えを引き継い
で国際社会の懸け橋になりた
いと思います。

加納　啓汰
　広島平和記念式典
に参加して、今まで
自分が思っていたよ
りも戦争の恐ろしさ
や平和の大切さを知
ることができました。

また、世界各国の人たちが
平和を望んでいることを改
めて知ることができました。
長年続いてきた平和を守る
ため、再び同じ過ちを犯さ
ないために今回の経験をい
かし、ピースメッセンジャー
としてたくさんの人たちに伝
えていきたいです。

北浜中学校

被爆証言講話を聴く

学校教育課（☎㉒7883）
予算額　134 万円

の思い 平和記念式典で黙祷

原爆の子の像の前で
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木場本　大知
　この二日間で一番
印象に残っているの
は、平和記念資料館
です。そこに展示され
ているものから、悲し
みや憎しみが渦巻いて
いるようでした。遺髪とよば
れる髪の毛、当時の服、ケロ
イドの欠片などがありました。
本館では、なぜか火薬のにお
いが漂っていました。展示さ
れているものを見ていると何
度も心が痛くなり、悲しい気
持ちになりました。

古川　綺華
　広島平和記念公園
に着き、私たちは、
全校生徒と地域の
方たちで折った千羽
鶴の献納に行きまし
た。そこには、写真

でも見たことのある佐々木禎
子さんの像があり、周りに
は日本全国だけでなく外国
からもたくさんの千羽鶴が
献納されており、色とりどり
できれいでした。どれもみ
んな「平和」を願いながら折
られたものだと思うと目が
離せなかったです。

沼木中学校
庄田　大志
　現在の広島の街は、
緑が多くてとても美し
い。原爆投下後の写
真からは想像もつかな
い。戦争は大事なも
のを全て破壊してしま
うのだと思った。そして、人々
を散々苦しめ、幸せを奪って
いく。取り返しがつかず、失
うものは大きい。そして何も
得るものがないのが戦争だ。
私はこの思いを、一人でも多
くの人に伝えなくてはならな
いと思った。

奥村　凪彩
　千羽鶴献納では、
原爆の子の像の周囲
に千羽鶴を献納しま
した。献納スペース
には、数えきれない
ほどたくさんの千羽

鶴が献納されていました。
これだけ多くの人々が平和
を願っているのだと思いま
した。また献納された千羽
鶴を、再生紙として利用し
たポストカードもいただきま
した。そのカードからも平
和を願う気持ちが伝わって
きました。

二見中学校

北条　聖南
　いつか必ず被爆者
のいない世の中がやっ
てきます。だからこそ
被爆者からの生の声
を聞かせていただき、
この時代に生まれた
事を感謝すると共に風化する
ことのないよう、聞いた事を
次の世代へと語り継いでいき
たいです。そして、平和への
誓いを果たしたいと思います。
慰霊碑に刻まれた「安らかに
眠って下さい　過ちは繰返し
ませぬから」の言葉を守るた
めに。

中井　有希乃
　この平和記念式
典に参加したことで、
戦争に対する考え方
や感じ方が強くなり
ました。今の私たち
に求められるもの、

それは、戦争について一人
一人がきちんと考えること、
平和を大切にすることです。
被爆された方からの話や自
分自身が感じたこと、思った
ことを未来に伝え、周りの人
たちと戦争や平和について
考えていくことが大切だと思
いました。

城田中学校
髙橋　健斗
　私が広島で最も心
動かされたのは平和
記念公園で原爆ドー
ムを見たことです。私
は原爆ドームや戦争に
関する資料は、今ま
で写真や映像でしか見たこと
がありませんでした。しかし、
私が今回初めて広島に行き、
実際に見たものはそれらでは
到底表しきれないとても大き
なものでした。見た瞬間、私
は言葉に詰まり、何とも言え
ない感情に染まりました。

上田　茉織
　私は小学生のころ
から戦争について勉
強したいと思ってい
たので、今回の式典
の参加はとても貴重
な経験となりました。

八時十五分、黙とうをし、
平和の鐘が鳴り響きました。
今まではテレビでしか見たこ
とがなかったので、その会
場で他の参列者と共に黙と
うをしたことで、自分も平和
のことを考えて実行すること
ができたと感じました。

小俣中学校

服部　稜
　平和記念式典の後
は青少年平和文化イベ
ントに参加し高校の演
劇部の「童心寺」物語
を観劇しました。今ま
では戦時中や原子爆
弾のことを中心に学んできま
したが、今回は、戦後の生活
の様子はどのようなものだっ
たのかを知ることが出来まし
た。戦後の社会を生き抜き、
今の平和な日本をつくってく
れた人たちに感謝しなければ
いけないと思いました。

三木　万琴
　平和記念資料館で
は、焼け焦げた三輪
車や時計、原爆が落
とされた当時の広島
の町並みや人の写真
が展示されていまし

た。切明さんの話にもあっ
た皮膚をひきずっている人の
人形もありました。それら
を見たとき私は言葉を失い
ました。その悲惨さが目に
焼きついて忘れられません。
写真を見るのと、実際に見
るのとでは、感じるものがぜ
んぜん違いました。

五十鈴中学校
宮田　真寿
　僕は広島平和記念
式典に参加すること
ができて、とても良い
経験になったと思いま
す。僕はこの広島で学
んできたことを一人で
も多くの人々に知ってもらいた
いです。僕たちに出来ること
は、戦争の恐ろしさを多くの
人々に伝え、もう二度と広島
の悲劇を繰り返さないように
することです。まずは、その
一歩として、家族や友人に広
島のことを伝えたいです。

勝田　風吏
　私が一番印象に
残っているのは、被
爆証言講話での切
明千枝子さんのお話
です。千枝子さんは
「亡くなってしまった

人たちの分も生きてほしい、
生きようと思ってほしい。」
と私たちに言ってくれまし
た。私はこの話を聞いて涙
が出そうになりました。私
たちの命は、自分だけのも
のではなく、多くの人々 によっ
て与えられたものだと感じま
した。

御薗中学校

～考え、伝え、行動することの大切さを知った夏～

　８月６日、広島市で開催された平和記念式典に伊勢市から市内 12校の中学生代表 24人が参加しました。
前日には、被爆証言講話を受講し、平和記念公園で千羽鶴の献納や資料館などの施設見学を行いました。

　式典に参加した中学生の感想文（一部抜粋）を掲載します。（敬称略）

※全文は市のホームページに掲載しています。

広島平和記念式典参加中学生24人 



20広報いせ ●平成27年11月１日号

　

次
の
と
お
り
、
市
営
住
宅
・

高
齢
者
向
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
団
地　

下
表
の
と
お
り

申
し
込
み
資
格

〈
共
通
〉

・・
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先

が
あ
り
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る

・・
市
区
町
村
税
を
完
納
し
て
い

る・・
本
人
お
よ
び
同
居
親
族
が
暴

力
団
員
で
な
い

〈
市
営
住
宅
〉

・・
同
居
す
る
親
族
が
い
る（
高

齢
者
・
身
体
障
が
い
者
な
ど
は

単
身
で
入
居
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

・・
収
入
基
準
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
以
下（
就
学
前
の
子
ど

も
が
い
る
世
帯
・
高
齢
者
世
帯
・

障
が
い
者
世
帯
は
21
万
４
０
０

０
円
以
下
）で
あ
る

〈
高
齢
者
向
市
営
住
宅
〉

・
60
歳
以
上
の
単
身
世
帯
、
い

ず
れ
か
一
方
が
60
歳
以
上
の
夫

婦
の
み
の
世
帯
、
全
員
が
60
歳

以
上
で
あ
る
親
族
の
み
の
世

帯
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る

・・
収
入
基
準
月
額
が
21
万
４
０

０
０
円
以
下（
配
偶
者
が
60
歳

未
満
の
場
合
は
15
万
８
０
０
０

円
以
下
）で
あ
る

※
他
の
要
件
も
あ
り
ま
す
の

で
、
申
込
案
内
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み　

11
月
４
日
㈬
〜
17

日
㈫
に
、
申
込
用
紙
と
必
要
書

類
を
伊
勢
市
営
住
宅
等
管
理
事

務
所
へ

※
申
込
用
紙
・
申
込
案
内
は
、

申
込
期
間
中
に
同
管
理
事
務
所

で
配
布
し
ま
す
。

※
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て
必
要

書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
同
管
理
事
務
所
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

※
契
約
の
際
に
、
連
帯
保
証
人

が
２
人
必
要
で
す
。

建
築
住
宅
課
（
☎
㉑
５
５
９
６
）

市
営
住
宅
の

　
　

入
居
者
を
募
集

申し込み・問い合わせ先
伊勢市営住宅等管理事務所
所 在 地 　吹上2丁目8－23
電話番号　☎638379
開所日時　月～金曜日、午前８時30分　
　　　　　～午後５時（月曜日は午後７時
　　　　　まで）
※駐車場に限りがあります。

入居者を募集する市営住宅・高齢者向市営住宅
市営住宅　　　　　　　　　　　        【家賃月額：7,800 円～ 45,500 円（団地や世帯の所得により異なります）】

団地名 建設年度 構造※1 部屋数 階数 給湯 トイレ エレベーター 駐車場 募集戸数 単身入居
倭A団地（倭町） 昭和 56 PC 4 階建 3DK 4階 無 水洗 無 有 1戸 ×

倭C団地（倭町） 昭和 60 PC 5 階建 3DK 1階 無 水洗 無 有 1戸 ×

浦口団地（浦口4丁目） 平成 6 RC3階建 3DK 2階 有 水洗 無 有 1戸 ×

宮中横団地（浦口4丁目） 平成 13
RC 3 階建 2DK 2階 有 水洗 無 有 1戸 ○

RC3階建 3DK 3階 有 水洗 無 有 1戸 ×

高倉団地（二俣2丁目） 平成元 RC3階建 3DK 1階 有 水洗 無 有 1戸 ×

二俣団地（二俣3丁目） 平成 16 RC 4 階建 3DK 4階 有 水洗 有 有 1戸 ×

万所団地（辻久留3丁目） 平成 11 RC 3 階建 2DK 3階 有 水洗 無 有 1戸 ○

旭団地（旭町） 平成9 RC4階建 2DK 1階 有 水洗 無 有 1戸 ○

西豊浜団地（西豊浜町）
昭和49 PC平屋建 3DK 1階 無 水洗 無 有 1戸 ×

昭和 54 PC 2 階建 2DK 1･2階（※2） 無 水洗 無 有 1戸 ○

高向団地（御薗町高向） 昭和 61 RC 2階建 3DK 2階 無 水洗 無 有 1戸 ×

高齢者向市営住宅　　　　　　　 　　　　  【家賃月額：20,400 円～ 40,200 円（世帯の所得により異なります）】
団地名 建設年度 構造※1 部屋数 階数 給湯 トイレ エレベーター 駐車場 募集戸数 単身入居

リバーサイドせせらぎ（小俣町宮前）平成 13 RC 6 階建
2DK 2階 有 水洗 有 有 1戸 ○

2DK 4階 有 水洗 有 有 1戸 ○

※１　PC…コンクリート版プレハブ造り、RC…鉄筋コンクリート造り　　　※２　部屋は２階構造となっています。
※全ての団地に風呂・駐車場（有料、1台のみ駐車可能）があります。　　※リバーサイドせせらぎはオール電化です。
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 民生委員・児童委員は
あなたの地域で活動しています
～日頃の声掛けから始まる地域での支え合い～

福祉総務課（☎㉑5557）

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る
地
域
で
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
必
要
と
す
る
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の
「
つ
な
ぎ

役
」
を
し
て
い
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
各
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
協
力

し
な
が
ら
、
主
に
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
援
す
る
た

め
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

心
配
事
や
悩
み
事
を
一
人
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ

り
、
相
談
さ
れ
た
内
容
を
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
一
緒
に
解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（相談）母親が寝たきりになったが、家族は仕事で介
　　　護に困っている。

（対応）地域包括支援センターにつなぎ、介護認定を
　　　受けていただき、サービスを受けられるよう

　　　になりました。

（相談）初めての子育てで、相談できる人がいないの
　　　で不安。

（対応）主任児童委員が訪問し、子育ての相談に応じ
　　　ました。私たちは、住んでいる地域で、顔の

　　　見える支援、地域ぐるみでの子育てを目指し

　　　ています。

（相談）一人暮らしで高齢、家に閉じこもりがちなの
　　　で不安、寂しい。

（対応）地域で実施している、いきいきサロンや食事
　　　会を案内しました。今では楽しみにしてくれ

　　　ています。

（相談）病気で働けなくて、経済的に困っている。お
　　　金がなくて病院にも行けない。

（対応）市の生活支援課と社会福祉協議会につなぎ、
　　　適切な支援を受けていただくことができまし

　　　た。私たちは、関係機関が行うさまざまなサ

　　　ービスにつなぎ、住み慣れた地域で生活して

　　　いけるよう、見守り、支えます。

（相談）高齢者夫婦で、災害時に避難するのが難しい。
（対応）災害時要援護者台帳への登録を勧め、少し
　　　でも不安が解消できるよう、物資や避難場

　　　所の紹介など、普段からの準備を話し合いま

　　　した。また、日頃から訪問による見守りや声

　　　掛けを行い、孤立しないよう地域で支援でき

　　　るような仕組みづくりを目指しています。

相談事例

民生委員・児童委員がお話を聞
かせていただき、関係機関につ
なぎ、支えます

一人暮らし
高齢者

親の介護

虐待

妊娠、出産

困った…
どこに相談したら
いいのだろう…

子育て

生活困窮

障がいの
ある人

一人
で
悩ま
ず

一緒に解決していきましょ
う
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 おはなし会
時毎週土曜日、午後２時30分～
所１階・おはなしコーナー
内絵本や紙芝居などの読み聞かせ
※11月21日㈯は、図書館まつりの一環として行います。

 あかちゃんえほんのじかん
時 11月26日㈭、午前11時～
所２階・視聴覚室
内赤ちゃん絵本の紹介や読み聞かせ、手遊びなど

 上映会
時 11月８日㈰、午後１時30分～
所２階・視聴覚室
内「ぼくは王さま　たまごとめいたんてい」（アニメ、
55分）

 施設利用抽選会（１～３月分）
時 11月６日㈮、午前10時～（開場は午前９時30分）
所２階・視聴覚室

 大人のための図書館ツアー
時 11月16日㈪、午後２時～　
所２階・小会議室　
対高校生以上
内普段は入ることのできない書庫の見学、本のカバー
（フィルムコート）掛け体験
定５人（先着順）
持ち物本２冊（カバーを掛けたいもの）　
申 11月１日㈰から、直接・電話・ファクスで同館へ

 おはなしプーさんの
 図書館まつりおはなし会スペシャル
時 11月21日㈯、午後２時～
所２階・視聴覚室　
内大型絵本・大型紙芝居の読み聞かせ、工作など
定 50人（先着順）
申 11月１日㈰から、直接・電話・ファクスで同館へ
※就学前の子どもは保護者同伴。

 三重大学人形劇団つくしによる「人形劇」
時 11月23日㈷、午後２時～
所２階・視聴覚室
内人形劇「すずめのおやど」、歌・手遊びなど（幕間）、
人形劇「ハルばあさんとまいごのぽっぽ」（計１時間
～１時間30分程度）

定 80人（先着順）
申 11月１日㈰から、直接・電話・ファクスで同館へ

伊勢図書館 ☎㉑ 0077
FAX ㉑ 0078

開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週水曜日、第 2金曜日

 伊勢図書館まつり11月14日㈯～24日㈫
 文化サークル展示
時 11月14日㈯～24日㈫(最終日は午後３時まで)　
所２階・展示ホール
内折り紙・絵手紙など、図書館を利用しているサーク
ルの作品展示

 図書館まつり上映会
時 11月14日㈯、午後１時～２時40分（上巻）・午後２時
50分～４時30分（下巻）

所２階・視聴覚室
内瀬戸内寂聴「源氏物語の男君たち」上下巻（各100分）

 おはなしプーさんの耳で楽しむおはなし会
　ストーリーテリング（語り）のおはなし会です。絵本
や紙芝居などは使わずにお話を語ります。物語の世界
をたっぷりとお楽しみください。
時 11月15日㈰、①大人向け…午後１時30分～・②子ど
も向け…午後２時30分～

所２階・視聴覚室
対①中学生以上、②５歳以上
定各30人（先着順）
申 11月1日㈰から、直接・電話・ファクスで同館へ
※乳幼児連れで参加したい場合は、事前に同館へ問い
合わせてください。

 英語絵本寄贈記念講演
 野球、英語、そして戦争
 ～父・西村幸生からのメッセージ～
時 11月22日㈰、午後２時～３時
所２階・視聴覚室　
定 80人（先着順）
※申し込み方法など詳しくは、35ページをご覧ください。
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小俣図書館 ☎㉙ 3900
FAX㉙ 3902

 おはなし会
・・赤ちゃんおはなし会　11月12日㈭、午前11時～
・・たんぽぽおはなし会　11月14日㈯、午後３時～
・・ピッポの会・紙芝居　11月15日㈰、午前11時～
※今回の「赤ちゃんおはなし会」は２階・会議室で行い、
保健師による子育てワンポイントアドバイスもあり
ます。その他のおはなし会は１階・おはなしのへや
で行います。

 クリスマスツリーを飾ろう！
時 11月28日㈯、午後２時30分～
所１階・おはなしのへや
内小俣図書館のクリスマスツリーに、みんなで飾り付
けをします

開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週火曜日、第 2金曜日

時とき  所ところ  対対象  内内容　定定員  申申し込み 指定管理委託料  1億 2,445万８千円
入館者数  約45万4千人（平成26年度）

図書館へ
行こう！

 ボランティアおはなし会スペシャル
時①11月21日㈯・②11月22日㈰、午前11時～　
所１階・おはなしのへや
対３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴）
内①たんぽぽ読書会・②紙芝居ピッポの会による、年
に1度のスペシャルおはなし会

 絵本作家池田あきこさん講演会
 「好きなことを仕事にする」
時 11月21日㈯、午後２時～
所２階・ホール
内「猫のダヤン」の作家として広く知られている池田
あきこさんに、会社の立ち上げから、ダヤンの誕生、
絵本作家としてのスタートなどを、貴重な映像を交
えてお話しいただきます

定 150人（先着順）
申 10月31日㈯から、直接・電話で同館へ

 小俣図書館まつり11月21日㈯～23日㈷

 図書館おはなし会＆工作
時 11月28日㈯、午後３時～
所１階・おはなしのへや
対３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴）
内お話の後、折り紙で“キラキラリース”を作ります

 上映月間 “時代劇「最後の忠臣蔵」”
　2004年冬にNHK「金曜時代劇」で放送された「最後
の忠臣蔵」を、３回に分けて上映します。

とき 内容

11月28日㈯ 第１回「吉良邸乱入」、第２回「無念の逃亡」
（約85分）

12月 5日㈯ 第３回「男と女」、第４回「死を賭けて」（約
87分）

12月12日㈯ 第５回「忘れがたみ」、最終回「花嫁の父」
（約88分）

※いずれも時間は午後２時から、場所は２階・視聴覚室です。

 図書館まつり大上映会
 ～人生いろいろ、時代もいろいろ上映会～

とき 内容

大人向け

11月22日㈰
14:00～ 「おくりびと」（邦画、131分）

11月23日㈷
10:00～

「人生、いろどり」（邦画、112
分）

親子向け

11月23日㈷
14:00～

「おはなし会＆工作」…おはな
しの後、簡単な工作をします
（就学前の子どもは保護者同
伴）

11月23日㈷
14:30～

「忍たま乱太郎」（邦画、100
分）

※いずれも場所は２階・ホールで、事前申し込みは不要です。
※上映内容が変更となる場合があります。
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伊勢市社会福祉協議会（☎⑳8610、FAX⑳8617）
メールアドレス iseshakyo-honsyo@mie.email.ne.jp
ホームページ http://ise-shakyo.jp/

第76号
本　　所  御薗町長屋2767
　　　　  ☎⑳8610　FAX⑳8617

伊勢支所  八日市場町13-1
　　　　  ☎㉗2425　FAX㉗2412
二見支所  二見町茶屋456-2
　　　　  ☎435551　FAX434427
小俣支所  小俣町元町536
　　　　  ☎㉗0509　FAX㉗0570
御薗支所  御薗町長屋2767
　　　　  ☎㉒6617　FAX㉒6604

社会福祉法人 伊勢市社会福祉協議会

　

お
も
ち
ゃ
の
楽
器
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
♪

と
き　

12
月
13
日
㈰
、
午
前
の

部
…
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
10

分（
開
場
は
午
前
10
時
30
分
）・

午
後
の
部
…
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
40
分（
開
場
は
午
後
１

時
）

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
の
就
学
前
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員　

３
０
０
人（
先
着
順
）

入
場
料　

無
料

申
し
込
み　

11
月
20
日
㈮（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

必
要
事
項（
下
図
参
照
）を
記
入

し
、
伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会

定
員　

２
５
０
人

入
場
料　

無
料

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
伊
勢
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー（
☎
63
６
３
７
０
、

FAX
63
６
３
７
１
）へ

※
手
話
通
訳
あ
り
。

新
役
員
の
紹
介

と
き　

11
月
24
日
㈫
、
午
後
７

時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人

講
師　

田
尻
佳
史
さ
ん（
日
本

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
）

　

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
皆
さ

ん
が
新
た
な
役
員
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
理
事（
11
人
）

池
田 

ミ
チ
子（
会
長
）

廣 

政
男（
副
会
長
）

村
上 

純
孝（
副
会
長
）

森
本 

幸
生　
　

中
北 

幸
男

前
島 
賢　
　
　

泰
道 

詞
子

山
路 
克
文　
　

森 

裕
幸

斎
藤 

茂　
　
　

真
賀
里 

八
郎

■
監
事（
２
人
）

鈴
本 

克
義　
　

中
村 
貢

■
評
議
員（
26
人
）

杉
山 

謙
三　
　

山
本 

貞
夫

山
本 

誠　
　
　

中
川 

堯

竜
田 

和
代　
　

保
田 

幸
宏

奥
田 

治　
　
　

廣 

大
輔

佐
久
間 

泰
子　

北
村 

峯
記

浦
田 

宗
昭　
　

下 

郁
雄

中
居 

登
巳
男　

中
村 

ち
か
子

鈴
井 

尚
夫　
　

岡
島 

久
美
子

橋
本 

政
通　
　

中
川 

肇

杉
谷 

誠　
　
　

藤
原 

参
雄

石
井 

秀
樹　

  

久
保
田
加
奈
子

中
瀬 

知
之　
　

岩
﨑 

良
文

谷
川 

公
一　
　

鈴
木 

保
久

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
講
演
会

想
い
を
カ
タ
チ
に
す
る
た
め
の

地
域
づ
く
り

〜
ま
ち
を
変
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
〜

＜講師プロフィール＞
　アフリカのＮＧＯで４年間活動。

帰国後、大阪ボランティア協会の

職員として、主に企業や労働組合

の社会貢献活動推進の企画を担当。

「阪神・淡路大震災被災地の人々を応援する市民の会」

の現地責任者として活動。１９９６年11月から日本

ＮＰＯセンターに出向後、現職に至る。

本
所
へ

問
い
合
わ
せ
先　

伊
勢
市
社
会

福
祉
協
議
会
本
所

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
、
就
学

前
の
子
ど
も
を
含
め
５
人
ま
で

と
し
ま
す
。

※
１
人
１
回
の
申
し
込
み
と

し
、
複
数
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

※
入
場
の
可
否
は
、
11
月
27
日

㈮
ま
で
に
返
信
用
は
が
き
を
発

送
し
ま
す
。

ト
イ
マ
ジ
ッ
ク
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

コ
ン
サ
ー
ト

共
同
募
金
配
分
金
事
業　
　
　

往信用　表

〒516 － 0804

何も記入しないで
ください。

返信用　裏

52

伊勢市御薗町長屋
　　　　2767
　
伊勢市社会福祉協議会
　　　　　本所　宛

返信用　表

〒□□□－ □□□□

住　所
　氏　名　様

往信用　裏

52

①希望する部
　　（例：午前の部）
②子どもの氏名
　　（フリガナ）・年齢
③同行者全員の氏名
　　（フリガナ）・年齢
④郵便番号
⑤住所
⑥電話番号

トイマジック
　　オーケストラ

往
復
は
が
き
の
書
き
方
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地域福祉活動計画推進事業（社協会費）
赤い羽根共同募金配分金事業

ふれあい・いきいきサロン　会食会 活動紹介

上條ニコニコ会

＜主な活動場所＞
上條公民館

＜主な活動場所＞
小俣北部公民館

ボランティア  活動紹介

朝熊山麓に花を咲かす会
＜活動内容＞
　第2・4土曜日に、県営サンアリーナ・花の広場
周辺で、四季折々の花木の世話や、子どもたちと
花桃の植樹を行っています。このほか、月一回は、

花を愛
め

でながら、会員の誕生会などのお楽しみの
会をしています。
＜活動のきっかけ＞
　平成16年３月に、花で伊勢ににぎわいを取り戻し
たいと思い、活動を始めました。
＜活動していて良かったこと＞
　現在、3,000本を目指して花桃を植えています。
自分たちが生きた証として、ゆくゆくは新たな伊
勢の観光名所としていきたいと思っています。台
風や野生動物など
の被害に遭うこと
もありますが、少
しずつ応援してく
れる人が増え、来
てくれた人からは
喜びの言葉をもら
っています。

北部地区ふれあい食事会
　「月に一度、みんなで楽

しいひとときを」をモット

ーに活動しています。ビン

ゴゲームから始まり、手作

りのお手玉での的当てや、

歌やしりとりで脳活性。大

笑いして元気いっぱいのサ

ロンです。

　小俣北部公民館で、高

齢者ふれあい食事会を行っ

ています。

　食事を楽しんだ後は、ハ

ーモニカの演奏を聴きなが

ら歌ったりと、とても楽し

い時間を過ごしています。

予算額〔社会福祉協議会市負担金〕  1億309万1千円（運営・福祉ボランティア育成負担金）

と
き　

12
月
12
日
㈯
、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分（
受

け
付
け
は
午
前
９
時
〜
）

と
こ
ろ　

学
校
法
人
伊
勢
学
園

伊
勢
調
理
製
菓
専
門
学
校（
河

崎
１
丁
目
10

－

47
）

対
象　

市
内
在
住
の
一
人
親
家

庭
の
親
子（
小
学
生
と
親
）

※
子
ど
も
の
み
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
。

内
容　

親
子
で
直
径
約
15
㎝
の

ホ
ー
ル
ケ
ー
キ（
予
定
）を
作
り

ま
す

定
員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

11
月
９
日
㈪
〜
12

月
４
日
㈮
に
、
電
話
で
伊
勢
市

社
会
福
祉
協
議
会
本
所
へ

※
就
学
前
の
子
ど
も

を
同
伴
す
る
場
合
は
、

託
児
所
で
子
ど
も
を

預
か
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
事
業

親
子
で
Ｘク

リ

ス

マ

ス

ｍ
ａ
ｓ
ケ
ー
キ
作
り

 【寄付をいただいた皆さま】
（敬称略、順不同）

 ありがとうございました
〔平成27年７月16日～９月15日〕

ラッキープラザ伊勢玉城店…お菓
子、三重県日本舞踊協会伊勢支部
…20万円、トレジャーヘアラウン
ジ…4,000円、夢コーポレーショ
ン（株）夢屋玉城店…お菓子、おば
たまつり実行委員会…お菓子、匿
名…おむつ・尿とりパッド、匿名
…アクリルたわし、匿名…ティッ
シュペーパー・砂糖、匿名…車椅
子、匿名…10万円、匿名…DVD・
CD、匿名…1万円

　

集
め
た
落
ち
葉
で
焼
き
芋
を

作
っ
て
食
べ
よ
う
♪

と
き　

11
月
22
日
㈰
、
午
後
２

時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

坂
社
境
内（
集
合
場

所
は
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー〔
福

祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・
３
階
〕
）

対
象　

５
歳
〜
小
学
生（
就
学

前
の
子
ど
も
は
保
護
者
同
伴
）

講
師　

宮
本
秀
明
さ
ん（
み
え

南
勢
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会

代
表
）

定
員　

20
人（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
軍
手
、
飲

み
物

申
し
込
み　

電
話
で
中
央
児
童

セ
ン
タ
ー（
☎
㉗
２
４
２
５
）へ

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

野
外
活
動
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

　

伊
勢
市
が
被
災
し
た
と
き
、

各
地
か
ら
集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
被
災
者
の
要
望
を
適
切
に

結
び
付
け
る
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を

養
成
す
る
講
座
を
、
皇
學
館
大

學
地
域
連
携
推
進
室
と
共
催
で

開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
28
日
㈯
・
12
月
19

日
㈯
、
午
後
１
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

皇
學
館
大
学
７
号

館
・
１
階
７
１
２
教
室

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人
で
、
両

日
受
講
で
き
る
人

定
員　

50
人（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス

で
伊
勢
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー（
☎
63
６
３
７
０
、
FAX
63

６
３
７
１
）へ

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機

関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
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平
成
27
年
度
第
４
期

　

27
〜
29
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お

り
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
15
歳
以
上

の
人
で
、
開
講
期
間
を
通
し
て

受
講
で
き
る
人（
中
学
生
を
除

く
）

※
子
ど
も
向
け
講
座
の
対
象
に

つ
い
て
は
、
講
座
案
内（
29
ペ

ー
ジ
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

11
月
６
日
㈮（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項（
左
図
参

照
）を
記
入
し
、
い
せ
ト
ピ
ア
へ

い
せ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
講
座

※
１
人
何
講
座
で
も
応
募
で
き

ま
す
が
、
１
枚
の
往
復
は
が
き

で
１
人
１
講
座
の
申
し
込
み
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
一
講
座

へ
の
重
複
申
し
込
み
は
無
効
と

な
り
ま
す
。

※
平
成
24
年
度
〜
27
年
度
第
３

期
に
同
一
講
座
を
受
講
し
た
こ

と
が
あ
る
人（
受
講
中
に
キ
ャ

ン
セ
ル
し
た
人
を
含
む
）
は
申

し
込
め
ま
せ
ん
。（
NEW
が
付
い

て
い
る
講
座
は
申
し
込
み
可
）

※
応
募
者
以
外
の
人
は
受
講
で

き
ま
せ
ん
。

■
抽
選
に
つ
い
て

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
公

開
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

公
開
抽
選
は
、11
月
13
日
㈮
・

午
後
２
時
か
ら
、い
せ
ト
ピ
ア
・

１
階
ふ
れ
あ
い
広
場
で
行
い
ま

す
。

■
受
講
可
否
の
お
知
ら
せ

　

受
講
可
否
は
、公
開
抽
選
後
、

応
募
者
全
員
に
返
信
用
は
が
き

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
返
信
用

は
が
き
が
届
か
な
い
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
２
次
募
集
に
つ
い
て

　

定
員
に
満
た
な
い
講
座
は
、

２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

11
月
20
日
㈮
か
ら
講
座
開
講

日
の
１
週
間
前
ま
で
、
電
話
ま

た
は
窓
口
で
先
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
。（
受
付
時
間

：

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
10
時
）

※
11
月
20
日
㈮
・
午
前
８
時
30

分
〜
９
時
30
分
は
、
電
話
で
の

受
け
付
け
の
み
と
し
ま
す
。

※
２
次
募
集
に
つ
い
て
は
、
受

付
後
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん
の

で
、
日
程
・
準
備
物
な
ど
は
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
２
次
募
集
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
度
〜
27
年
度
３
期
に
同

一
講
座
を
受
講
し
た
人
も
申
し

込
め
ま
す
。

※
各
講
座
の
応
募
状
況
は
、
い

せ
ト
ピ
ア
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
講
座
の
中
止
に
つ
い
て

　

２
次
募
集
を
し
て
も
10
人
に

満
た
な
い
講
座
は
、
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
講
の
キ
ャ
ン
セ
ル

　

講
座
開
講
日
の
１
週
間
前
ま

で
を
キ
ャ
ン
セ
ル
可
能
期
間
と

し
、
そ
れ
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル

に
つ
い
て
は
、
受
講
料
・
材
料

費
な
ど
を
徴
収
し
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・・
講
師
・
日
程
・
時
間
・
教
材

費
な
ど
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・・
暴
風
警
報
・
大
雨
特
別
警
報
・

大
雪
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合

は
休
講
と
な
り
ま
す
。

往信用　表

〒516 － 8520

いせトピア
　センター講座係

何も記入しないで
ください。

返信用　裏

52

返信用　表

〒□□□－ □□□□

住　所
　氏　名　様

①講座No.
②講座名
③住所
④氏名（ふりがな）
⑤年齢（子ども向け講座は
　学年を記入）
⑥性別
⑦電話番号（連絡がつきや
　すい番号）
⑧市外在住の場合、勤務先
　と電話番号を記入
⑨子ども向け講座は
　保護者の氏名を記入

往信用　裏

52

往復はがきの書き方
（いせトピアセンター講座）

ト ピ ア だ よ り
生涯学習センターいせトピア（☎㉑0900）
指定管理委託料　7,611 万５千円
利用者数　約 17万２千人（平成 26年度）
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４ヶ月講座 受講料：1,000円（別途教材費・材料費が必要な講座あり）

No. 講座名
内容

とき 開講日 ところ 定員
講師（敬称略） 持ち物

1 初めての太極拳

全身をリラックスさせ、ゆっくりとした動きの太極拳で、健康維持のために体を動かしましょう！

第2・4木曜日、９:30～11:00 12月10日 学習室１ 20人

小林　京子 動きやすい服装、上履き（底が厚くない靴）、飲み物、タオル

2 初めてのクラフト
バンド

初めての人でも安心して受講できるように、楽しみながら、カラフルな紙バンドですてきなバッグ
や小物を作ります。

第 1・3火曜日、19:30 ～ 21:30（全７回）
※12月は第３火曜日のみ 12月15日 学習室３ 20人

小原　輝子
材料費（初回は 800円）、メジャー、定規、木工用接着剤（速乾）、セ
ロハンテープ、はさみ、洗濯ばさみ５～ 10個
※作品ごとに 500～ 1,500 円の材料費が必要です。

3 写真入門

今やデジタルカメラの普及により、誰でも楽しく写真撮影が楽しめます。カメラの基礎知識と撮影
方法を習得し、楽しい作品作りにしましょう。

第 1・3水曜日、13:30 ～１5:30 12月２日 学習室２ 20人

石井　清 デジタルカメラ、筆記用具

4 NEW
現代マナー入門

知っておきたい！日常生活をより豊かに、人間関係をより円滑にする、現代マナーを身に付けまし
ょう。

第 2・4金曜日、９:30 ～ 11:00 12月11日 学習室２、和室 20人

宇仁　房子 教材費500円、筆記用具

5
フランス伝統工芸
カルトナージュに
チャレンジ

フランス伝統工芸で、厚紙を使い、箱やブックカバーを作ります。布を貼り、美しくオリジナリティーの
ある作品ができます。※12月～１月前半は各回で1つ、２月～３月後半は２回で１つの作品を作る予定です。

第 1・3木曜日、13:30 ～１5:30 12月３日 工芸室 20人

山根　清美 材料費（初回は700円）、布用はさみ、工作用カッターナイフ
※作品ごとに700～1,000円の材料費が必要です。

6
NEW
季節の彩り家庭料
理

季節の移ろいを楽しみ、毎日の家庭料理に生かせるメニューを提案します。

第 2・4日曜日、９:00 ～ 12:00
※１月は第４・５日曜日

12月13日 調理室 30人

地域活動栄養士協議会
材料費4,000円（８回分）、エプロン、三角巾、手拭きタオル、布巾３枚、
筆記用具

7 楽しいお菓子作り

洋菓子を中心に和菓子まで、体に優しいマクロビオティックスイーツもお楽しみに！カフェタイム
もあり、お土産付きです。クリスマスには特別メニュー付きです。

第 2・4火曜日、９:30 ～ 11:30（全７回）
※12月は第４火曜日のみ 12月22日 調理室 20人

太田　奈美子 材料費6,000円（7回分）、エプロン、三角巾、手拭きタオル、布巾２枚

8
チャレンジ！
キックボクササイ
ズ

健康管理・ダイエット・護身など、さまざまな良さがあるキックボクササイズ！軽く、楽しく、体
験してみましょう！

第2・4火曜日、19:30～21:00 12月８日 学習室１ 14人

いせしまアロマ
キックボクシング

タオル、着替え、飲み物、軍手、運動靴（室内用）

9 初めての書道

筆の持ち方から始まり、「こうすればきれいな漢字・ひらがなが書ける！」がよく分かるシンプル
な指導です。

第２・４木曜日、13:30～１5:30 12月10日 学習室２ 20人

太田　穂摂 書道道具一式（硯、文鎮、大筆、小筆、墨液）、新聞紙、半紙

10 初めてのペン習字

ひらがな・カタカナ・漢字を中心に、祝儀袋・年賀状など、美文字になるための基礎を学びます。

第1・3火曜日、13:30～１5:30 12月１日 学習室３ 20人

杉山　翠香
ボールペン、筆ペン（中字軟筆タイプ）、鉛筆、ノート、便箋、新聞紙、
定規など

11 初めての着物リメ
イク

着物をほどくところから始めます。手縫いでも作れるデザインです。着物の魅力を生かしてチュニ
ックを仕立てます。

第2・4金曜日、13：30～15：30 12月11日 学習室３、絵画室 20人

相木　幸代
材料費 200円、筆記用具、リメイクしたい着物、裁縫セット、糸切り
ばさみ、採寸メジャー、定規（50㎝）

ト ピ ア だ よ り
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No. 講座名
内容

とき 開講日 ところ 定員
講師（敬称略） 持ち物

12 パソコンの基礎を
学ぶ

電源の入れ方、マウスの使い方から覚えたいという人対象の講座です。（OSはウィンドウズ8.1）
毎週火曜日、13:30～１5:30（全８回）
※12月29日は休講　

12月22日 パソコン室 20人

田中　澄江 テキスト代 500円、教材費 400円（USBメモリー）、筆記用具

13 パソコンの基礎を
学ぶ（60歳以上）

電源の入れ方、マウスの使い方から覚えたいという人対象の講座です。（OSはウィンドウズ8.1）
毎週水曜日、13:30 ～１5:30（全 10回）
※12月23日・30日は休講 12月16日 パソコン室 20人

浜辺　繁幸 テキスト代 500円、教材費 400円（USBメモリー）、筆記用具

14
ワードの基礎を学
ぶ（60歳以上）
午前

ワード（2013 バージョン）の基本操作を学びます。
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことのある人、またはパソコンの基礎ができる人に限ります。

毎週木曜日、９:30 ～ 11:30（全 10回）
※12月31日・２月11日は休講 12月17日 パソコン室 20人

本田　貴久 テキスト代 500円、教材費 400円（USBメモリー）、筆記用具

15
ワードの基礎を学
ぶ（60歳以上）
午後

ワード（2013バージョン）の基本操作を学びます。
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことのある人、またはパソコンの基礎ができる人に限ります。

毎週木曜日、13:30 ～１5:30（全 10回）
※12月31日は休講 12月17日 パソコン室 20人

福田　英久 テキスト代500円、教材費400円（USBメモリー）、筆記用具

16 ワードの基礎を学
ぶ（夜）

ワード（2013バージョン）の基本操作を学びます。
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことのある人、またはパソコンの基礎ができる人に限ります。

毎週水曜日、19:30 ～ 21:30（全８回）
※12月30日は休講 12月16日 パソコン室 20人

小山　晴那 テキスト代500円、教材費400円（USBメモリー）、筆記用具

17 エクセルの基礎を
学ぶ（夜）

エクセル（2013 バージョン）の基本操作（入力、計算、表作成、グラフ作成）を学びます。
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことのある人、またはパソコンの基礎ができる人に限ります。

毎週金曜日、19:30 ～ 21:30（全８回）
※１月１日・２月５日は休講

12月18日 パソコン室 20人

小川　清宏 テキスト代500円、教材費400円（USBメモリー）、筆記用具

18 エクセルの基礎を
学ぶ（60歳以上）

エクセル（2013 バージョン）の基本操作（入力、計算、表作成、グラフ作成）を学びます。
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことのある人、またはパソコンの基礎ができる人に限ります。

毎週金曜日、13:30 ～１5:30 （全 10回）
※１月１日・２月５日は休講

12月18日 パソコン室 20人

田中　澄江 テキスト代500円、教材費400円（USBメモリー）、筆記用具

19 デジカメとパソコ
ン

デジタルカメラの基本操作と、パソコンへの画像取り込み、簡単な補正を学びます。
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことのある人、またはパソコンの基礎ができる人に限ります。

３月４日㈮・11日㈮・18日㈮、19:30～21:30（全３回） ３月４日 パソコン室 20人

小川　清宏
テキスト代 300円、デジタルカメラ（ある場合は取扱説明書も持参）、
付属のUSBケーブル、筆記用具

20 デジカメ写真の活
用術

デジタルカメラで撮影した写真を利用して、ミニアルバム・動画アルバム・一筆箋を作成します。（OS
はウィンドウズ8.1）
※「パソコンの基礎を学ぶ」を受講したことのある人、またはパソコンの基礎ができる人に限ります。

１月16日㈯・23日㈯・30日㈯・2月13日㈯・20日㈯、
９:30～11:30（全５回） 1月16日 パソコン室 20人

小川　清宏 テキスト代 500円、教材費 400円（USBメモリー）、筆記用具
※「パソコンの基礎を学ぶ」No.12・13は、どちらか１つしか申し込めません。
※「パソコンの基礎を学ぶ」No.12・13に申し込む場合、ワード・エクセル・デジカメの講座No.14～20には申し込めません。
※「ワードの基礎を学ぶ」No.14～16は、いずれか１つしか申し込めません。
※「エクセルの基礎を学ぶ」No.17・18は、どちらか１つしか申し込めません。

パソコン講座 受講料：５回以上の講座は1,000円（別途テキスト代・教材費が必要な講座あり）

短期講座 受講料：５回以上の講座は1,000円（別途教材費・材料費が必要な講座あり）

No. 講座名
内容

とき 開講日 ところ 定員
講師（敬称略） 持ち物

21 おせち料理に挑戦

簡単に和洋折衷のおせち料理を作って、新年を迎えましょう。

12月５日㈯、13:00～16:00 － 調理室 20人

かなえ
材料費 3,000 円、筆記用具、エプロン、布巾 2枚、タオル、三角巾、重箱、
食品保存容器（タッパーなど）、ラップ、アルミホイル
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No. 講座名
内容

とき 開講日 ところ 定員
講師（敬称略） 持ち物

22 韓国料理にチャレ
ンジ

キンパプ（韓国のり巻き）、タラのスープ、チヂミを作ります。

１月 28日㈭、９:00 ～ 12:00 － 調理室 20人

小松　美順
材料費 1,200 円、筆記用具、エプロン、三角巾、布巾２枚、手拭きタオル、
持ち帰り用容器（２～３個）

23 癒しのヨーガ
※女性対象

深い呼吸とやさしいポーズで心と体のバランスを整えます。少しずつ体をほぐしながらポーズに近
づけていくので、初めての人でも安心です。

第 1・3水曜日、13:30 ～ 15:00（全６回） １月６日 学習室１ 20人
やまじ　ゆみこ 運動のできる服装、タオル、飲み物、ヨガマット（バスタオルでも可）

24 決まりを知っておい
しいパン作り

生地の分割から始めて形成・発酵・焼成をしながら、その間、別のパンでカフェタイムとします。
その後、手ごねや、希望があれば機械ごねを体験し、生地を持ち帰っていただきます。

第 2・4月曜日、９:00 ～ 12:00（全５回）
※１月は第４月曜日のみ

１月25日 調理室 20人

浅野　和代
材料費5,000円（５回分）、パン持ち帰り用袋、筆記用具、エプロン、手
拭きタオル、布巾２枚

25 オンリーワン珈琲

おいしいコーヒーの淹
い

れ方を学び、「世界のコーヒー味めぐり」を楽しんでみましょう。

２月９日㈫・16 日㈫・23 日㈫、13:30 ～
15:30（全３回） ２月９日 調理室 20人

中村　雅則 材料費1,500円（３回分）、手拭きタオル、布巾２枚、筆記用具

26 パーソナルカラー

似合う色を知ると表情も生き生きし、若返りの効果も！１人１人ドレープ（布製の色見本）を当て
て似合う色を診断し、あなたの隠れた魅力を引き出します。

１月 29日㈮、９:30 ～ 11:30 － 学習室２ 15人
天野　沙知 教材費500円、筆記用具、手鏡

27

コーディネートで
もう悩まない！服
のカラーコーディ
ネート講座

パーソナルカラーの取り入れ方、配色の基本ルール、コーディネートの仕方をお伝えします。
※以前にパーソナルカラーを受講したことのある人で、自分のシーズンを把握している人に限ります。

１月 29日㈮、13:30 ～ 15:30 － 学習室２ 15人
天野　沙知 材料費500円、筆記用具

※「パーソナルカラー」No.26 に申し込む場合は、No.27 には申し込めません。

子ども向け講座 受講料：５回以上の講座は1,000円（別途材料費が必要な講座あり）

No. 講座名
内容

とき 開講日 ところ 定員
講師（敬称略） 持ち物

28

NEW
学ぼう！子ども図
画 20
※市内在住の小・中学
　生対象

季節に応じた画材を考えて描きたいと思います。また、折り紙や工作も交え、楽しく学習に役立て
たいと思います。

第２・４日曜日、９:30 ～ 11:30（全８回）
※12月は第４日曜日のみ、１月は第３・４・５日曜日 12月27日 絵画室 20人

前島　賢
八つ切り画用紙、鉛筆、のり、はさみ、クレヨン、定規、絵の具セット、
タオル、ティッシュペーパー

29

NEW
作ろう！子ども手
芸 20
※市内在住の小・中学
　生対象

小さなマスコットからアップリケ、刺しゅう、ぬいぐるみなど３～４点ほど製作します。物を作る
のは楽しいですよ。

第２・４日曜日、９:30 ～ 11:30（全８回）
※12月は第４日曜日のみ、１月は第３・４・５日曜日 12月27日 学習室２ 20人

黒部　宏子 材料費 600円、鉛筆、色鉛筆、裁縫道具（縫い針２本、糸切りばさみ）

30

NEW
親子でサイエンス
～光のオブジェ制
作～
※市内在住の小・中学
　生とその保護者対象

光の学習を進めながら、LEDを使ってきれいなオブジェを制作します。

１月 23日㈯、９:30 ～ 11:30 － 工芸室 15組

泉　勝人 材料費500円、はさみ、筆記用具

31

NEW
親子でパン作り
※市内在住の小・中学
　生とその保護者対象

動物パンとフランクロールを作ります。焼きたてチョコデニッシュでのティータイムも含め、親子で楽し
い時間をお過ごしください。

２月 13日㈯、９:30 ～ 11:30 － 調理室 15組

荒木　義晃
材料費1,000円、エプロン、三角巾（バンダナでも可）、布巾２枚、手拭きタオル、
持ち帰り用容器（焼きたてを持ち帰っていただくため、通気性の良い籠など）

32

NEW
チャレンジ子ども茶道
※市内在住の小・中学
　生対象

和室に座って、お菓子・お茶のいただき方を勉強し、自分でもお茶を点
た

ててみましょう。気軽に参
加してください。

１月 30日㈯、９:30 ～ 11:30 － 和室 20人
田島　宗悦 材料費300円（抹茶・お菓子など）、白い靴下（足袋でも可）
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０
）

　

  

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の

　

  

成
功
に
向
け
て

　

外
務
省
は
９
月
８
日
、
平
成

28
年
５
月
26
日
・
27
日
の
２
日

間
に
開
催
さ
れ
る
「
伊
勢
志
摩

サ
ミ
ッ
ト
」
に
お
い
て
、
国
内

外
の
報
道
関
係
者
の
作
業
ス
ペ

ー
ス
な
ど
を
備
え
る
「
国
際
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
、
県
営

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
設
置
す
る
と

発
表
し
ま
し
た
。

　

多
数
の
報
道
関
係
者
の
利
用

が
予
想
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
標
的
と
し
た
テ
ロ
の
発

生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

伊
勢
警
察
署
で
は
、
国
際
テ
ロ

対
策
な
ど
の
警
備
諸
対
策
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課（
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）〔
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〕

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

下
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

い
つ
も
の
味
で
お
い

し
く
塩
分
控
え
め
料
理

参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

マ
ス
ク
、
米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

各
開
催
日
の
３
日

前
の
正
午
ま
で（
閉
庁
日
の
場

合
は
、
そ
の
前
開
庁
日
）
に
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘルスメイト料理講習会

とき ところ 定員
（先着順）

11 月 10日㈫ 小俣保健センター 30人

11月 18日㈬ 二見公民館 30人

11月 19日㈭ 福祉健康センター 25人

11月 20日㈮ ハートプラザみその 30人

11月 21日㈯ 福祉健康センター 25人
※いずれも時間は、午前 9時 30分～午後 1時です。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

予
算
額　
33
万
円（
60
回
分
）
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結核・肺がん集団検診
とき ところ

11 月
６日㈮

  9:00 ～  9:30 北浜地区コミュニティセンター

  9:50 ～ 10:20 有滝町民会館

10:40 ～ 11:10 豊浜地区コミュニティセンター

13:00 ～ 13:40 中小俣公民館

14:00 ～ 14:30 南部防災倉庫（第一部）〔小俣町〕

14:50 ～ 15:30 小俣農村環境改善センター

15:50 ～ 16:20 小俣保健センター

11月
10日㈫

  9:00 ～  9:30 JA 伊勢 伊勢中央支店一色
  9:50 ～ 10:20 ハートプラザみその

10:40 ～ 11:10 大湊小学校

13:00 ～ 13:30 通町公民館前

13:50 ～ 14:20 小木町公民館

14:40 ～ 15:40 船江会館

16:00 ～ 16:20 JA 伊勢 伊勢支店〔河崎１丁目〕

11月
12日㈭

  9:00 ～  9:20 二見健康管理増進センター

  9:40 ～ 10:10 二見老人福祉センター

10:30 ～ 11:00 今一色公民館

13:00 ～ 13:40 小俣北部公民館

14:00 ～ 14:40 東新村公民館

15:00 ～ 16:00 湯田公民館

11月
16日㈪

  9:00 ～  9:50 桜木地蔵堂会所

10:10 ～ 10:40 宇治公民館

11:00 ～ 11:20 四郷地区コミュニティセンター

13:00 ～ 13:30 旧農協倉庫跡（上久保）〔小俣町〕

13:50 ～ 14:30 宮前保健福祉会館

14:50 ～ 15:20 JA 伊勢 城田支店

11月
18日㈬

  9:00 ～  9:30 厚生小学校

  9:50 ～ 10:20 福祉健康センター

10:40 ～ 11:10 旧 JA伊勢うぐいす台
13:00 ～ 13:20 上野消防団矢持班倉庫前（ふれあい館）

13:50 ～ 14:20 円座町自治会館

14:40 ～ 15:00 宮本地区コミュニティセンター

11月
24日㈫

  9:00 ～  9:30 市営庭球場駐車場

  9:50 ～ 10:20 伊勢工業高校

10:40 ～ 11:20 市役所裏駐車場

13:00 ～ 13:30 神社小学校

13:50 ～ 14:20 新開公民館

14:50 ～ 15:20 新高公民館

15:40 ～ 16:10 JR 山田上口駅前

　

近
年
で
も
、
高
齢
者
を
中
心

に
結
核
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
検
診
車
に
よ

る
結
核
・
肺
が
ん
集
団
検
診
を

行
い
ま
す
の
で
、
早
期
発
見
の

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お

り 70
歳
以
上
の
人
へ

結
核
・
肺
が
ん
集
団
検
診

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

70
歳
以
上
の
人

※
１
年
度
に
つ
き
１
回
ま
で
で

す
。

※
70
〜
79
歳
の
人
で
、
医
療
機

関
で
肺
が
ん
検
診
を
受
診
し
た

人
は
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

検
診
内
容　

胸
部
Ｘ
線

料
金　

無
料

持
ち
物　

健
康
手
帳（
持
っ
て

い
る
人
）

※
検
診
結
果
は
、
約
１
カ
月
後

に
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
日
程
を
確
認
の
上
、
直
接

検
診
場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
着
脱
し
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
湿
布

な
ど
は
剥
が
し
て
く
だ
さ
い
）

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
、
喀か

く

痰た
ん

検
査
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。喀
痰
検
査
は
、

た
ば
こ
を
吸
う
人
に
多
い
肺
門

部（
肺
の
入
り
口
付
近
）に
で
き

る
肺
が
ん
の
早
期
発
見
に
有
効

で
す
の
で
、
受
診
を
お
勧
め
し

ま
す
。

・・
喫
煙
指
数（
１
日
に
吸
う
本

数
×
喫
煙
年
数
）
が
６
０
０
以

上
の
人

・・
６
カ
月
以
内
に
血
痰
が
あ
っ

た
人

予
算
額　
81
万
９
千
円

　

市
が
行
う
医
療
機
関
で
の
が

ん
検
診（
胃
が
ん
検
診
・
大
腸

が
ん
検
診
・
肺
が
ん
検
診
・
前

立
腺
が
ん
検
診
）
は
、
11
月
30

日
㈪
ま
で
で
す
。
ま
だ
受
診
し

て
い
な
い
人
は
、
実
施
期
間
中

に
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
胃
が
ん
検
診
は
、
医

療
機
関
へ
の
予
約
が
必
要
で
す
。

※
11
月
30
日
㈪
に
受
診
予
定
の

人
の
う
ち
、
自
己
負
担
金
免
除

を
希
望
す
る
人（
対
象
者
の
み
）

は
、
事
前
に
免
除
申
請
手
続
き

が
必
要
で
す
の
で
、
11
月
27
日

㈮
ま
で
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。（
免
除
対
象
者
に

つ
い
て
は
「
広
報
い
せ
」
７
月

１
日
号
参
照
）

　

乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん

検
診
は
、
平
成
28
年
１
月
30
日

㈯
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
乳
が
ん
検
診
は
、
医

療
機
関
へ
の
予
約
が
必
要
で
す
。

残
り
１
カ
月
！

が
ん
検
診
の
受
診
は
お
早
め
に

乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検

診
は
実
施
期
間
延
長
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と
き　

11
月
20
日
㈮
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
６
カ
月
ま
で
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員　

30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
２
日
㈪
か

ら
、
電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課

へ 離
乳
食
教
室

予
算
額　
約
35
万
５
千
円（
16
回
分
）

　

市
で
は
、
一
般
社
団
法
人
伊

勢
地
区
医
師
会
と
協
働
し
、
未

成
年
者
が
た
ば
こ
の
害
を
知

り
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
よ
う

に
と
願
い
、
市
内
の
中
学
生
か

ら
「
た
ば
こ
と
健
康
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
」を
募
集
し
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
優
秀
作
品
の
展

示
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
11
日
㈬
〜
18
日
㈬

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
伊
勢

ラ
ラ
パ
ー
ク
・
１
階
は
あ
と
広

場内
容　

禁
煙
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ネ

ル
の
展
示

た
ば
こ
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

〜
中
学
生
の
た
ば
こ
と
健
康
に
関

　

す
る
禁
煙
ポ
ス
タ
ー
展
示
〜

■左表の時間・診療科目以外の診察を受けたい場合は、
　次へ問い合わせてください。
　・・救急医療情報センター
　　（☎㉘ 1199、☎ 0800-100-1199〔音声自動案内〕）
　　※つながりにくい場合は、時間をおいてかけ直してください。
　・・医療ネットみえのホームページ
　　http://www.qq.pref.mie.lg.jp/
■みえ子ども医療ダイヤルでは、医療関係者が子どもの
　急な病気や事故・薬に関する電話相談を受けています。
　相談時間　毎日、19:30 ～ 翌日 8:00
　電話番号　☎＃ 8000、☎ 059-232-9955

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

予算額　1億 2,059万円（うち診療所収入・他町分担金9,531万2千円）

内科・小児科（☎㉕8795）、歯科（☎㉗0829）
診療科目 診療日時 備考

内科・
小児科

月～土曜日 19:30～22:00 内科医１人体制

日曜日・祝日

10:00～12:00
―

13:00～17:00

19:30～22:00 ―

歯科 日曜日・祝日
10:00～12:00

―
13:00～17:00

主な相談など

予算額　子育て相談（83回分）98万 9千円、成人健康相談・栄養相談（96回分）92万 1千円

とき ところ とき ところ

①子育て相談 ②成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）

11 月 10 日㈫
 ９:30～ 11:00

中央保健センター
11月   ４日㈬  ９:30～ 11:00 小俣保健センター

13:30 ～ 15:00 11 月 12 日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその

11月 13 日㈮ 10:00 ～ 11:30 沼木地区コミュニティセンター 11月 19 日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター

11月 17 日㈫
 ９:30～ 11:00

ハートプラザみその
11月 25 日㈬  ９:30～ 11:00 二見老人福祉センター

13:30 ～ 15:00 ③エイズ検査

11 月 24 日㈫
 ９:30～ 11:00

小俣保健センター
毎週火曜日  ９:00～ 11:00 伊勢保健所

（県伊勢庁舎内）13:30 ～ 15:00 第 2火曜日 17:30 ～ 19:00

11 月 27 日㈮ 10:00 ～ 11:30 神社地区コミュニティセンター ④こころの健康相談（要予約）

11 月 26 日㈭ 13:30 ～ 15:20
伊勢保健所
（県伊勢庁舎内）

対象　①②市内在住の人、③④県内在住の人
問い合わせ　①②健康課（☎㉗ 2435）、③伊勢保健所（☎㉗ 5137）、④伊勢保健所（☎㉗ 5148）

　

次
の
医
療
機
関
で
は
、
子
ど

も
の
定
期
予
防
接
種
、
高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
定
期
予
防
接

種
を
行
い
ま
す
。

実
施
医
療
機
関　

ま
つ
だ
こ
ど

も
ク
リ
ニ
ッ
ク（
桜
木
町
85

－
１
８
０
、
☎
㉓
２
５
２
５
）

予
防
接
種

実
施
医
療
機
関
を
追
加
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校
名
案
の
公
募
後
、
統
合
準

備
会
に
お
い
て
校
名
候
補
の
協

議
・
選
定
を
行
い
、
教
育
委
員

会
へ
校
名
候
補
を
報
告
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
４
月
定
例
教
育

委
員
会
で
審
議
し
「
伊
勢
宮
川

中
学
校
」
に
選
定
さ
れ
、
市
議

会
９
月
定
例
会
に
お
い
て
学
校

設
置
条
例
の
一
部
改
正
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
統
合
校
の
校
名
が
「
伊
勢

宮
川
中
学
校
」
に
正
式
に
決
定

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
は
、
両
校
と
も
現
在
の
校

名
の
ま
ま
存
続
し
ま
す
。

 

宮
川
中
学
校
・
沼
木
中
学
校

 

統
合
校
の
校
名
は

 「
伊
勢
宮
川
中
学
校
」

学校統合に
向けて⑫

教育総務課（☎㉒7893）

伊勢市行政チャンネル
広報広聴課（☎㉑5515）

特集番組
　市の重要課題や市政に関する情報を、リポーター
の進行により担当職員の解説を交えながらお伝えしま
す。
11/1 ～ 30 新伊勢総合病院の基本設計の概要（16
日からは文字解説付き）

放送時間　午前６時・8時・11時・午後1時・4時・
6時・9時・11時～

（123ch）

番組制作・放送予算額　2,553 万1千円

アイティービーコミュニティチャンネル

 ㈱ ZTV伊勢放送局（☎0120・222・505）
（121ch）

おしらせ番組
　各課からのお知らせや市民活動団体・ボランティ
ア団体の情報などをお伝えします。（毎週土曜日更
新）

放送時間　午前7時・9時・正午・午後2時・5時・7時・
10時・翌日午前0時～

ケーブルテレビ
番組案内

企画番組 （１日・８日・16日・24日更新）
11/1 ～ 7 もっと！水の惑星紀行、年寄万歳～百歳
になったら～、伊勢美し国から①、横井三千のお店
に Go!、近場ぐるっと FOOD ハンター、おしえて先
生①、恋舞妓の京都慕情Ⅴ①、CATV の小窓①、専門
チャンネルちょっと魅せ①、ランドスケープ①、ZTV
トピックスみえ①　11/8 ～ 15 ひよこくらぶ、歴
史街道①、皇學館大学 TV、ナナちゃんのお店紹介、
Z-NAVIGATION ①、ZTV トピックスみえ②、CATV
の小窓②、専門チャンネルちょっと魅せ②　11/16
～ 23 ８ミリフィルムに残る風景、ランドスケープ
②、伊勢美し国から②、宮川インフォメーション、恋
舞妓の京都慕情Ⅴ②、おしえて先生②、郷土菜発見、
お店タウンマップいいね！、ZTV トピックスみえ③、
CATV の小窓③、専門チャンネルちょっと魅せ③　
11/24 ～ 30 ぐるぐるグルメ、歴史街道②、USJ で
TKO、Z-NAVIGATION ②、ZTV トピックスみえ④、
CATV の小窓④、専門チャンネルちょっと魅せ④

特別番組「第13回神恩感謝日本太鼓祭」
　11 月７日・８日におかげ横丁一帯で行われる「第
13回神恩感謝日本太鼓祭」の模様を放送。
放送日時　11月 28日㈯・29日㈰、午後６時～８時

アイティービー・トピックス（月・水・金曜日更新）
放送時間　午前 7時・11時・午後 1時・4時・6時・
7時・8時・10時～
※毎週日曜日は 1週間のニュースをまとめてお伝えします。

特別番組 「伊勢市制施行10周年記念式典」
　11月 1日に開催される記念式典の様子と、10年
を振り返る映像を放送します。
放送日時　11月７日㈯～ 30日㈪、午前 10時・午
後３時・８時～

広
告
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募 

集
情
報
コ
ー
ナ
ー

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

　

下
表
の
と
お
り
自
衛
官
な
ど

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

試
験
日
な
ど
詳
し
く
は
、
同

事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
三
重
支
部

三
重
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
伊
勢
訓
練
セ
ン
タ
ー〔
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
伊
勢
〕

（
☎
37
３
１
２
１
）

公
共
職
業
訓
練
の

受
講
生
を
募
集

　

求
職
者
の
皆
さ
ん
が
早
期
に

再
就
職
で
き
る
よ
う
、
も
の
づ

く
り
分
野
に
特
化
し
た
職
業
訓

練
を
行
い
ま
す
。

訓
練
科
・
訓
練
期
間
・
定
員
・

申
込
期
限
・
入
所
選
考
日　

下

表
の
と
お
り

訓
練
場
所　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ

ー
伊
勢（
小
俣
町
明
野
６
８
５
）

対
象　

再
就
職
を
希
望
し
、
公

共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
し
込

み
を
し
て
い
る
人

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
別

途
教
材
費
・
作
業
服
代
が
必
要

で
す
。

と
き　

11
月
27
日
㈮
、
午
前
９

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
調
理
室

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
求
職
者

内
容　

簡
単
で
早
く
で
き
る
バ

ラ
ン
ス
食
作
り（
バ
ラ
の
花
の

飾
り
巻
き
ず
し
な
ど
）

講
師　

北
村
典
子
さ
ん（
管
理

栄
養
士
）

定
員　

15
人（
先
着
順
）

申
込
期
間　

11
月
９
日
㈪
〜
13

日
㈮ 公

益
社
団
法
人
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー（
☎
23
６
９
１
５
）

高
齢
者
の
た
め
の
技
能
講
習

福
祉
・
家
事
サ
ポ
ー
ト

講
習
会

自
衛
官
な
ど
を
募
集

自
衛
隊
三
重
地
方
協
力
本
部
伊
勢

地
域
事
務
所（
☎
23
３
８
８
０
）

講 

座

情報コーナー

自衛官などを募集
募集種目 受験資格 受付期間

陸上自衛隊高等
工科学校生徒　

推薦

中学校を卒業（見込みを含む）
している 17歳未満の男子で、
成績優秀かつ生徒会活動などに
顕著な実績があり、学校長が推
薦できる人

11月１日㈰
　～12月４日㈮

一般
中学校を卒業（見込みを含む）
している 17歳未満の男子

11月１日㈰
　～平成28年１月８日㈮

自衛官候補生（男子） 18歳以上 27歳未満の人 年間を通じて受け付け

公共職業訓練の受講生を募集
訓練科 訓練期間 定員 申込期限 入所選考日

CAD・NC技術科 12月 11日㈮
　～平成 28年 6月 14日㈫ 15人 11月13日㈮ 11月16日㈪

機械加工技術科
12月 18日㈮
　～平成 28年 7月 11日㈪ 15人 11月26日㈭ 11月27日㈮

電気設備技術科 平成 28年 2月19日㈮
　～8月8日㈪

15人 平成 28年
1月28日㈭

平成 28年
1月29日㈮住宅リフォーム技術科 15人

※申込期限以降でも追加募集を行う場合がありますので、同センターへ問い合わせてくだ
さい。
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遊
び
は
、
子
ど
も
た
ち
の
創

造
力
と
想
像
力
を
養
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
簡
単
な
お

も
ち
ゃ
作
り
を
し
て
、
子
ど
も

に
と
っ
て
の
遊
び
の
大
切
さ
に

つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

と
き　

12
月
６
日
㈰
、
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎
・
４

階
４

－

３
会
議
室

対
象　

小
学
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
と
保
護
者

講
師　

山
野
栄
子
さ
ん（
鈴
鹿

大
学
短
期
大
学
部
こ
ど
も
学
専

攻
特
任
教
授
）

定
員　

20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
９
日
㈪
・
午

前
10
時
か
ら
、
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
セ
ン
タ
ー

（
FAX
㉘
５
６
７
９
、
ア
ド
レ
ス

kodom
o21@

am
igo2.ne.jp

）へ

※
託
児
で
き
ま
す
。

い
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー（
☎
28
５
６
９
２
）

い
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
交
流
会

子
ど
も
に
と
っ
て
の
遊

び
と
は
？
そ
の
大
切
さ

を
学
ぶ

催
し
物

情報コーナー
　

戦
後
70
年
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
創
立
80
周
年
、
関
西
大
学
野

球
部
創
設
１
０
０
周
年
の
今

年
、
伊
勢
市
出
身
で
関
西
大
学

野
球
部
卒
業
後
に
戦
前
の
プ
ロ

野
球
・
大
阪
タ
イ
ガ
ー
ス（
現

阪
神
）
の
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍

し
た
故
・
西
村
幸
生
氏
の
長
女

で
ア
メ
リ
カ
国
籍
の
ジ
ョ
イ
ス

津
野
田
幸
子
さ
ん
と
そ
の
姉
妹

か
ら
、
西
村
氏
の
ふ
る
さ
と
で

あ
る
伊
勢
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
学
習
を
支
援
す
る
た

め
に
、
伊
勢
図
書
館
に
英
語
絵

本
が
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
記
念
し
、
次
の

と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

若
く
し
て
戦
火
に
散
っ
た
父

と
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
母
と
の

運
命
的
な
出
会
い
、
２
つ
の
母

国
、
野
球
選
手
と
し
て
才
覚
を

い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
ま
た
、

読
書
を
愛
し
た
父
の
思
い
出
、

そ
し
て
津
野
田
さ
ん
自
ら
が
日

米
の
懸
け
橋
と
し
て
携
わ
っ
て

い
る
英
語
教
育
の
核
心
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き　

11
月
22
日
㈰
、
午
後
２

時
〜
３
時

と
こ
ろ　

伊
勢
図
書
館
・
２
階

視
聴
覚
室

講
師　

ジ
ョ
イ
ス
津
野
田
幸
子

さ
ん

定
員　

80
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
１
日
㈰
・
午

前
９
時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
で
伊
勢
図
書
館

（
☎
㉑
０
０
７
７
、
FAX
㉑
０
０

７
８
）へ

社
会
教
育
課（
☎
22
７
８
８
６
）

英
語
絵
本
寄
贈
記
念
講
演

野
球
、
英
語
、
そ
し
て
戦
争

〜
父
・
西
村
幸
生
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

と
き　

11
月
12
日
㈭
、
午
後
１

時
〜
２
時

と
こ
ろ　

伊
勢
総
合
病
院
・
２

階
講
堂

内
容　

講
座
「
生
活
習
慣
病
と

認
知
症
」
松
本
勝
久（
伊
勢
総

合
病
院
神
経
内
科
医
師
）

※
７
月
16
日
㈭
の
開
催
予
定

で
、
台
風
の
影
響
に
よ
り
中
止

と
な
っ
た
糖
尿
病
教
室
と
同
じ

内
容
で
す
。

伊
勢
総
合
病
院
栄
養
管
理
室

（
☎
23
５
１
１
１
）

糖
尿
病
教
室

と
き　

11
月
７
日
㈯
、
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

浜
郷
小
学
校
・
２
階

内
容　

人
権
・
平
和
・
環
境
・

防
災
に
関
す
る
作
品
・
資
料
の

展
示 浜

郷
支
所
内
・
浜
郷
学
区
同
和
教

育
推
進
連
絡
協
議
会

（
☎
22
４
８
８
０
）

「
人
権
・
平
和
・
環
境
」
展

人
権
政
策
課（
☎
21
５
５
４
６
）

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

　

11
月
11
日
㈬
〜
12
月
10
日
㈭

は
、「
差
別
を
な
く
す
強
化
月

間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
人

権
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を

深
め
る
た
め
、
人
権
啓
発
パ
ネ

ル
展
を
行
い
ま
す
。

と
き　

①
11
月
11
日
㈬
〜
18
日

㈬
、
②
11
月
19
日
㈭
〜
25
日
㈬

（
い
ず
れ
も
各
施
設
の
開
館
時

間
内
と
し
、
最
終
日
は
午
後
３

時
ま
で
）

と
こ
ろ　

①
市
役
所
本
館
・
１

階
市
民
ホ
ー
ル
、
二
見
総
合
支

所
、
②
小
俣
総
合
支
所
、
御
薗

総
合
支
所

　

人
権
尊
重
の
重
要
性
や
命
の

大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス

タ
ー
と
標
語
作
品
を
展
示
し
ま

す
。 人

権
政
策
課（
☎
21
５
５
４
６
）

人
権
尊
重
啓
発

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
展

人権尊重啓発ポスター・標語展
とき ところ

11 月 18日㈬・12:00
　　　～ 24日㈫・13:00

ピアゴ上地店・1階フード
コート

11月 25日㈬・12:00
　　　～ 12月１日㈫・15:00

イオンタウン伊勢ララパー
ク・2階展示スペース

12月３日㈭・12:00
　　　～８日㈫・15:00 伊勢図書館・2階ロビー

12月９日㈬・12:00
　　　～ 12日㈯・16:30

生涯学習センターいせトピ
ア・1階ふれあい広場
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と
き　

11
月
17
日
㈫
、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

伊
勢
総
合
病
院
・
２

階
総
務
課
横
会
議
室

対
象　

看
護
師
・
准
看
護
師
の

資
格
を
持
っ
て
い
て
仕
事
に
就

い
て
い
な
い
人

内
容　

採
血
・
注
射
・
点
滴
な

ど
の
実
技
実
習

講
師　

伊
勢
総
合
病
院
看
護
師

申
し
込
み　

11
月
12
日
㈭
ま
で

に
、
同
病
院
看
護
部
長
室
へ

伊
勢
総
合
病
院（
☎
23
５
１
１
１
）

潜
在
看
護
師
・
准
看
護
師

研
修
会

　

愛
知
県
・
岐
阜
県
・
三
重
県

の
水
道
事
業
担
当
者
が
一
堂
に

集
い
、
災
害
時
に
お
け
る
水
道

管
の
復
旧
や
給
水
活
動
の
訓
練

を
行
い
ま
す
。
見
学
は
自
由
で

す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
13
日
㈮
、
午
後
１

時
〜

と
こ
ろ　

県
営
サ
ン
ア
リ
ー

ナ
・
駐
車
場

内
容　

応
急
復
旧
訓
練（
水
道

上
下
水
道
総
務
課

（
☎
42
１
５
０
４
）

日
本
水
道
協
会
中
部
地
方
支
部

合
同
防
災
訓
練

　

伊
勢
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
40
〜
74
歳
の
人

を
対
象
に
、
特
定
健
康
診
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪

症
候
群
）
の
早
期
発
見
・
改
善

と
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
人
に
は
、

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
健
診
の
対
象
者
の

皆
さ
ん
に
は
、６
月
下
旬
以
降
、

受
診
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

受
診
期
間　

11
月
30
日
㈪
ま
で

お
知
ら
せ

医
療
保
険
課（
☎
21
５
６
４
６
）

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合（
☎
０
５
９
・
２
２
１
・
６
８

８
４
）

残
り
１
カ
月
！

特
定
健
康
診
査
・
後
期

高
齢
者
健
康
診
査
を
受

診
し
ま
し
ょ
う

情報コーナー

　

「
広
報
い
せ
」
９
月
15
日
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
12
月

８
日
㈫
に
観
光
文
化
会
館
で
公

演
さ
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ク

リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
」
に
つ

い
て
、
出
演
を
予
定
し
て
い
た

川
島
な
お
美
さ
ん
が
急
逝
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
渡
辺
め
ぐ
み

さ
ん
を
代
役
と
し
て
、
公
演
は

予
定
ど
お
り
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
同
館
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

観
光
文
化
会
館（
☎
28
５
１
０
５
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ク
リ

ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
」

の
出
演
者
交
代

　

次
の
と
お
り
、
津
波
か
ら
の

避
難
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を

行
い
ま
す
。
当
日
は
、
午
前
９

時
に
有
緝
・
明
倫
・
浜
郷
・
四

郷
地
区
で
防
災
行
政
無
線
に
よ

り
放
送
が
流
れ
、
避
難
訓
練
を

開
始
し
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

危
機
管
理
課（
☎
21
５
５
２
３
）

有
緝
・
明
倫
・
浜
郷
・
四
郷
地
区

津
波
避
難
訓
練

予
算
額　

１
１
７
万
９
千
円

と
き　

11
月
28
日
㈯
、
午
前
９

時
〜
10
時
30
分
ご
ろ

※
天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

有
緝
・
明
倫
・
浜
郷
・

四
郷
地
区

訓
練
内
容　

大
津
波
警
報
発
表

後
の
高
所
・
津
波
緊
急
避
難
所

な
ど
へ
の
緊
急
避
難
訓
練
な
ど

※
津
波
避
難
訓
練
後
に
２
次
訓

練
を
独
自
で
企
画
し
て
い
る
地

域
も
あ
り
ま
す
。

管
の
復
旧
修
繕
訓
練
）、
応
急

給
水
訓
練（
給
水
車
に
よ
る
給

水
訓
練
）

と
き　

11
月
15
日
㈰
、
午
前
９

時
30
分
〜（
受
け
付
け
は
午
前

９
時
〜
）

集
合
場
所　

内
宮
宇
治
橋
前

内
容　
「
宇
治
橋
〜
鏡
岩
コ
ー

ス
」（
約
８
㎞)

の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ参
加
費　

１
０
０
円（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

飲
み
物
・
タ
オ
ル
な

ど問
い
合
わ
せ
先　

伊
勢
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
奥
田
さ

ん（
☎
０
９
０
・
７
６
９
６
・

２
８
６
２
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
荒
天
の
場
合
、
午
前
７
時
に

開
催
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、

大
人
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

全
５
回
参
加
者
に
は
完
歩
賞
が

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
22
７
８
９
５
）

市
民
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

予
算
額　

30
万
円（
５
回
分
）

あ
り
ま
す
。（
今
回
は
第
３
回

目
で
す
）

※
車
で
お
越
し
の
場
合
は
有
料

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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日
本
で
は
、
国
内
に
住
所
の

あ
る
人
は
全
員
、
何
ら
か
の
健

康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
自
営
業

の
人
や
会
社
を
退
職
し
た
人
な

ど
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
人
の
た
め
の
健
康

保
険
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
取

得（
加
入
）す
る
と
き
や
、
喪
失

（
脱
退
）す
る
と
き
は
、
法
律
に

基
づ
き
、
14
日
以
内
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場

合
、
届
け
出
が
遅
れ
た
こ
と
に

や
む
を
得
な
い
理
由
が
な
い
限

り
、
保
険
証
は
届
け
出
の
日
か

ら
し
か
使
え
ま
せ
ん
。
な
お
、

そ
の
場
合
で
も
、
保
険
料
は
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
資
格
を
喪
失
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
届
け
出

を
し
な
い
ま
ま
国
民
健
康
保
険

証
を
使
う
と
、
後
で
い
っ
た
ん

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
に

つ
い
て
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

や
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護

保
険
施
設
な
ど
の
よ
う
に
施
設

と
契
約
す
る
の
で
は
な
く
、
市

の
措
置
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま

す
。
入
所
す
る
た
め
に
は
、
市

に
相
談
を
し
た
上
で
申
請
書
を

提
出
し
、
入
所
判
定
委
員
会
で

措
置
が
必
要
と
の
判
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入

所
を
希
望
す
る
人
は
同
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

市
内
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

万

亀
会
館（
二
俣
町
）、高
砂
寮（
小

俣
町
宮
前
）

利
用
者
負
担　

入
所
者
本
人
の

収
入
に
応
じ
て
決
定

※
扶
養
義
務
者（
配
偶
者
・
子

な
ど
）
が
い
る
場
合
は
、
扶
養

義
務
者
も
収
入
に
応
じ
て
費
用

負
担
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

市
で
は
、65
歳
以
上
の
人
で
、

日
常
生
活
に
つ
い
て
は
お
お
む

ね
自
立
し
て
い
る
も
の
の
「
環

境
上
の
理
由
」
お
よ
び
「
経
済

的
な
理
由
」
な
ど
に
よ
り
、
家

庭
に
お
い
て
生
活
す
る
こ
と
が

困
難
な
人
の
た
め
に
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
に
つ
い
て

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

「
環
境
上
の
理
由
」
と
は
、

身
体
・
精
神
・
家
族
・
住
居
な

ど
の
理
由
に
よ
り
現
在
の
環
境

で
は
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
な
ど
で
、「
経
済
的
な
理

由
」
と
は
、
本
人
の
属
す
る
世

帯
が
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

か
、
市
民
税
の
所
得
割
を
課
さ

れ
て
い
な
い
場
合
な
ど
で
す
。

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
５
５
７
５
、FAX
20
８
５
５
５
）

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

に
つ
い
て

予
算
額　

２
億
５
５
９
０
万
８
千
円

医
療
保
険
課（
☎
21
５
６
４
６
）

国
民
健
康
保
険
の
手
続

き
は
14
日
以
内
に

医
療
費
を
全
額
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

情報コーナー
　

平
成
27
年
度
の
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
期
限

は
、
12
月
１
日
㈫（
当
日
消
印

有
効
）で
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請

は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
申

請
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
お

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
開
庁
日
の
月
曜
日
は
、
市
役

所
本
庁
舎
の
み
午
後
７
時
ま
で

開
庁
し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法　

次
の
書
類
を
同
課

へ①
平
成
27
年
度
児
童
手
当
・
特

例
給
付
現
況
届
を
伊
勢
市
へ
提

出
す
る
人
…「
平
成
27
年
度
児

童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届
」

（
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
支
給
申
請
書
も
兼
ね
て
い
ま

す
）

②
平
成
27
年
６
月
分
か
ら
伊
勢

市
で
児
童
手
当
を
受
給
す
る
人

…
市
が
送
付
し
た
「
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
支
給
申
請

こ
ど
も
課（
☎
21
５
５
６
１
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
の
申
請
は
お
済

み
で
す
か
？

書（
請
求
書
）
」

③
平
成
27
年
５
月
31
日
時
点
で

市
内
在
住
の
公
務
員
…
公
務
員

児
童
手
当
受
給
状
況
証
明
欄
に

所
属
庁
の
証
明
を
受
け
た
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

（
平
成
27
年
度
）
申
請
書（
請
求

書
）
」

※
公
務
員
の
人
に
は
、
市
か
ら

申
請
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
職
場
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
支
給
対
象
者
と
思
わ
れ
る
人

で
、
申
請
書
が
届
か
な
い
人
や

申
請
書
を
紛
失
し
た
人
は
、
同

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
５
月
に
初
め
て
の
子
ど
も
が

出
生
し
た
こ
と
に
よ
り
児
童
手

当
の
認
定
請
求
を
し
た
人
は
、

児
童
手
当
の
現
況
届
を
提
出
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
給

付
金
の
申
請
は
必
要
で
す
。
申

請
漏
れ
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
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一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
に

対
す
る
救
急
対
策
と
し
て
、
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
無
料
で

配
布
し
ま
す
。

対
象

①
今
年
度
中
に
75
歳
に
達
す
る

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者（
昭
和

15
年
４
月
１
日
〜
昭
和
16
年
３

月
31
日
生
ま
れ
の
人
）

②
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま

た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、

健
康
上
不
安
が
あ
る
人

③
各
種
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
て
、
健
康
上
不
安
が
あ
る
人

申
請　

本
人
確
認
が
で
き
る
物

（
保
険
証
な
ど
）・
印
鑑
を
持
参

し
、
同
課
・
各
総
合
支
所
生
活

福
祉
課
・
各
支
所
へ

※
①
に
該
当
す
る
人
に
つ
い
て

は
、
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
訪
問
し
て
配
布
し
ま
す
。

※
キ
ッ
ト
を
配
備
済
み
の
人
に

は
、
更
新
の
お
知
ら
せ
を
郵
送

し
ま
す
。
情
報
に
追
加
・
変
更

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
情
報
シ

ー
ト
の
更
新
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
11
月
か
ら
キ
ッ
ト

の
容
器
が
新
し
く
な
り
ま
し

た
。
古
い
容
器
を
新
し
い
容
器

に
交
換
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
希
望
者
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は
？

　

自
宅
で
万
一
の
緊
急
事
態
が

起
き
た
と
き
、
本
人
な
ど
が
症

状
な
ど
を
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
に
備
え
る
た
め
の

道
具
で
す
。

　

救
急
医
療
活
動
に
必
要
な
氏

名
・
生
年
月
日
・
血
液
型
や
、

病
歴
な
ど
の
医
療
情
報
、
緊
急

連
絡
先
な
ど
の
情
報
を
シ
ー
ト

（
用
紙
）に
自
分
自
身
で
記
載
し

て
お
き
、
専
用
の
容
器（
キ
ッ

ト
）
に
入
れ
、
自
宅
の
冷
蔵
庫

に
保
管
し
て
お
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
駆
け
付

け
た
救
急
隊
員
に
よ
っ
て
、
状

況
に
応
じ
て
救
急
医
療
活
動
の

た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

伊
勢
市
を
含
む
南
勢
志
摩
地

域
の
３
市
４
町
と
伊
勢
県
税
事

務
所
で
は
、
今
年
度
の
地
方
税

滞
納
対
策
と
し
て
、
12
月
と
１

月
を
「
差
押
強
化
月
間
」
と
し

ま
し
た
。

　

こ
の
期
間
は
、
納
期
限
ま
で

に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
な
い

人
に
対
し
、
地
方
税
法
な
ど
で

定
め
ら
れ
た
滞
納
処
分
を
積
極

的
に
実
施
し
ま
す
。

※
病
気
や
災
害
な
ど
、
一
時
的

に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

収
税
課（
☎
21
５
５
３
６
）

市
町
・
県
に
よ
る

地
方
税
の
共
同
滞
納
整
理

　

災
害
時
の
生
活
用
水
を
確
保

す
る
た
め
、
災
害
時
に
「
災
害

用
井
戸
」
と
し
て
開
放
し
て
い

た
だ
け
る
井
戸
が
あ
る
場
合

は
、申
し
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
井
戸

・・
市
内
に
所
在
し
、
現
在
使
用

し
て
い
る

・・
管
理
者
が
い
る

・・
災
害
時
に
無
償
で
地
域
住
民

に
井
戸
水
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る

・・
管
理
者
や
所
在
地
な
ど
の
必

要
な
事
項
を
公
表
で
き
る

申
し
出
方
法　

11
月
４
日
㈬
〜

27
日
㈮
に
、
電
話
で
同
課
へ

※
申
し
出
が
あ
っ
た
井
戸
に
つ

い
て
、
水
質
検
査
・
設
置
状
況

な
ど
の
調
査
を
行
い
、「
災
害

用
井
戸
」と
し
て
登
録
し
ま
す
。

※
申
し
出
の
受
け
付
け
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
が
、
前
記
期
間

以
外
の
申
し
出
の
場
合
、
水
質

検
査
の
実
施
ま
で
に
時
間
を
要

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
５
５
７
５
、FAX
20
８
５
５
５
）

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
に

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

を
無
料
配
布

予
算
額　

40
万
２
千
円

救急医療情報キット

危
機
管
理
課（
☎
21
５
５
２
３
）

災
害
用
井
戸
の
登
録

予
算
額　

17
万
６
千
円

情報コーナー

広
告
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情報コーナー
　

行
政
相
談
と
は
、
国
や
特
殊

法
人（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
）な
ど
の
仕

事
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
行
政
相

談
委
員
が
お
聞
き
し
、
そ
の
解

決
の
促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
が
委
嘱
す
る
民
間
の
有
識
者

で
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相

手
で
す
。

　

市
で
は
、
毎
月
、
相
談
日
を

設
け
て
、
同
課
・
二
見
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
・
小
俣
公
民
館
で

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。（
43

広
報
広
聴
課（
☎
21
５
５
１
５
）

困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず

行
政
相
談

ペ
ー
ジ
参
照
）

　

ま
た
、
次
の
機
関
で
も
随
時

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
総
務
省
三
重
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課

所
在
地　

津
市
丸
之
内
26

－

８
・
津
合
同
庁
舎
３
階

相
談
電
話
番
号　

☎
０
５
７

０
・
０
９
０
・
１
１
０
、
☎
０

５
９
・
２
２
７
・
１
１
０
０

相
談
時
間　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
を
除
く
）、
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

伊
勢
税
務
署（
☎
28
３
１
９
１
）

国
税
に
関
す
る
相
談
は

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

　

伊
勢
税
務
署
で
は
、
国
税
に

関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
「
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

自
宅
や
事
務
所
な
ど
か
ら
税

務
相
談
が
で
き
ま
す
の
で
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談
の
流
れ

①
伊
勢
税
務
署（
☎
㉘
３
１
９

１
）へ
電
話
を
か
け
る

②
自
動
音
声
案
内
が
流
れ
る
の

で
「
１
」
を
押
す

③
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
、

相
談
し
た
い
内
容
の
番
号
を
選

択
す
る

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時（
土
・
日
曜
日
、祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
税
務
相
談

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」

の

ペ

ー

ジ（http://w
w
w
.nta.

go.jp/taxansw
er/index2.htm

）

で
は
、
税
に
関
す
る
よ
く
あ
る

質
問
に
対
す
る
回
答
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

広
告

広
告
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平
成
28
年
の
裁
判
員
候
補
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
に
対

し
、
11
月
中
旬
に
名
簿
記
載
通

知（
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

の
通
知
）を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
通
知
は
、
平
成
28
年
２

月
ご
ろ
〜
平
成
29
年
２
月
ご
ろ

の
期
間
に
、
裁
判
員
に
選
ば
れ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前

に
お
伝
え
す
る
も
の
で
、
こ
の

段
階
で
は
具
体
的
な
事
件
の
裁

判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
選

挙
人
名
簿
か
ら
無
作
為
抽
出
し

た
名
簿
を
も
と
に
、
各
地
方
裁

判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
28
年
の
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
人
数
は
、
全
国
で
22
万
９

２
０
０
人（
選
挙
人
名
簿
登
録

者
約
４
５
４
人
に
１
人
）で
す
。

　

自
賠
責
保
険（
自
動
車
損
害

賠
償
責
任
保
険
）
は
、
交
通
事

故
が
発
生
し
た
際
の
加
害
者
の

賠
償
責
任
を
担
保
し
、
被
害
者

へ
の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す

る
た
め
、
法
律
に
基
づ
き
、
全

て
の
車
や
バ
イ
ク（
原
動
機
付

自
転
車
を
含
む
）
に
加
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
強
制
保
険

で
す
。

　

し
か
し
、
有
効
期
限
切
れ
な

ど
に
よ
り
自
賠
責
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
無
保
険
車
に
よ
る

交
通
事
故
が
発
生
し
、
加
害
者

が
多
額
の
賠
償
金
を
自
己
負
担

す
る
と
い
う
事
例
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

　

自
賠
責
保
険
な
し
で
運
行
す

る
こ
と
は
法
令
違
反
で
す
。
制

度
の
役
割
や
重
要
性
な
ど
を
十

分
に
理
解
し
、
必
ず
自
賠
責
保

険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

情報コーナー

津
地
方
裁
判
所
総
務
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
４
１
７
２
）

裁
判
員
制
度

名
簿
記
載
通
知
を
発
送

国
土
交
通
省
三
重
運
輸
支
局

（
☎
０
５
９
・
２
３
４
・
８
４
１
１
）

あ
な
た
と
家
族
を
守
る

自
賠
責
保
険
に
加
入
を

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
５
９
・
２
２
８
・
４
１
９
３
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間

　

女
性
の
人
権
問
題
に
対
す
る

取
り
組
み
強
化
の
一
環
と
し

て
、
全
国
一
斉
に
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
次
の
と
お
り
電

話
相
談
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

と
き　

11
月
16
日
㈪
〜
22
日

㈰
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
）

相
談
電
話　

☎
０
５
７
０
・
０

７
０
・
８
１
０（
全
国
共
通
）

※
強
化
週
間
以
外
は
、
月
〜
金

曜
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
に
、
電
話
・
面
談
で

の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

三
重
労
働
局
で
は
、
県
内
７

カ
所
に
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
労
働
時
間
・
賃
金
・

契
約
期
間
な
ど
の
労
働
条
件
の

ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
、
い
じ

め
・
嫌
が
ら
せ
な
ど
、
労
働
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
問
題

に
つ
い
て
、
助
言
・
指
導
・
話

し
合
い
の
機
会
の
あ
っ
せ
ん
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
伊
勢
労
働
基
準

監
督
署
内
に
相
談
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口　

伊
勢
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー（
船
江
１
丁
目
12

－

16〔
伊
勢
労
働
基
準
監
督
署

内
〕、
☎
㉘
２
１
６
４
）

※
詳
し
く
は
、
三
重
労
働
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://m

ie-

ro
udo
ukyo

ku.jsite.m
hlw
.

go.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

三
重
労
働
局
企
画
室

（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
１
０
）

ご
相
談
く
だ
さ
い

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル

広
告
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　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベント
案内や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費
などの記載のないものは無料です。

みんなの広場

時11月７日㈯、10:00～16:30　所生涯学習センター
いせトピア・多目的ホール　内更家グループ出演者
100人による歌謡発表会。オープニングは「すみれ
会」による琴演奏。

更
さら

家
いえ

グループ歌謡発表会
更家グループ実行委員会・久村さん（☎22-1417）

時11月14日㈯、13:00～16:00　所福祉健康センター・
２階集会室　内登記全般（相続・贈与・遺言・売買・
会社設立、土地の境界・土地分筆・合筆、建物の新築・

増築・解体の登記など）無料相談会

専門家による無料登記相談会
三重県司法書士会・土地家屋調査士会伊勢支部
（☎28-2835）

時11月７日㈯・８日㈰、10:00～16:00　所神宮会館
（宇治中之切町152）　内切り花・鉢植えの展示会

伊勢神宮奉納秋のばら展
三重ばら会南勢支部・辻さん（☎24-9271）

時11月14日㈯、10:00～15:00　所こいしろの里（松阪
市稲木町1008）　内出店のほか、オーケストラ演奏な
どがあります。気軽にお越しください。

こいしろの里　うまいもん祭
社会福祉法人ベテスタ 障害者支援施設 こいしろの里
（☎0598-28-4835）

時とき　所ところ　対対象　　 内内容
定定員　料料金　   申申し込み

１月１日号＝11月13日㈮
１月15日号＝11月30日㈪

掲載申し込み
締め切りみんなの広場

時11月14日㈯、13:00～15:10　所ハートプラザみそ
の・多目的ホール　内子どもの発達支援事業所えが
おの紹介、えがおに通う子どもの作品展示、療育体

験コーナー、書籍支援グッズの紹介など

えがおフェスティバル
子どもの発達支援事業所えがお（☎65-7039）

時①11月14日㈯・②17日㈫・③20日㈮・④21日㈯、
10:00～12:00　所①伊勢友の家（宇治浦田3丁目58-
3）、②小俣農村環境改善センター、③山田教会（岩
渕1丁目6-32）、④コープみえみやがわ店（小俣町本
町340）　内家計簿で生活上手（予算生活の大切さ）、
バランスの良い食生活、CO2削減に向けて、子ども
たちの健やかな成長を願って　料各300円（資料代）
※託児できます。（事前申し込みが必要）

家事家計講習会
伊勢友の会・森さん（☎22-2696）

時12月６日㈰、13:30～15:00　所宮川医療少年院
対市内在住の20歳以上の人　内矯正教育の実施状
況の説明、施設見学会、少年による陶芸・木工作品

の販売（1個50～800円程度）　定35人（先着順）　
申11月1日㈰～30日㈪に、電話で同院へ（1組2人ま
で）

宮川医療少年院募集参観
宮川医療少年院（☎22-4844）

広
告
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　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・
後援などをするイベント情報を案内するコーナーです。
参加費などの記載のないものは無料です。

イベント掲示板

時10月31日㈯～11月23日㈷（火曜日を除く）　所賓

日館　内伊勢市在住の女流書家・翠穂（太田穂
すい

摂
せつ

）さ

んによる、着物布にぴったりな俳句や漢字を古典的

表現で詩情豊かに上げた作品の展示　料300円（入
館料）

翠
すい

穂
ほ

「きもの布が語る書」
賓日館（☎43-2003）

時11月15日㈰、14:00～15:30　所いせ市民活動セン
ター北館（いせシティプラザ）・２階会議室Ｂ　内広
垣進さん・吉川伸幸さんによるクラシックギターの

コンサート　料前売り700円、当日800円
※収益の一部は災害復興支援に使われます。

ギターソロ＆ギターデュオ
伊勢市クラシックギターを楽しむ会・広垣さん
（☎090-5618-4463）

時11月１日㈰～30日㈪（火曜日を除く）　所賓日館
内安養寺跡（西行庵跡推定地）出土品の展示（１日～
30日〔木製品は１日～３日のみ〕）、安養寺跡出土品
説明会（３日、10:00～・14:00～）、西行さんと遊ぼ！
（８日、13:00～15:00）、西行講演会「西行と芭蕉」（15
日、13:30～15:30）、 西 行 落 語 会（23日、14:00～
15:30）、西行紙芝居（29日、14:00～15:00）　料300
円（入館料）

そこに、西行がいた！2015
二見浦西行実行委員会（☎43-2231）

時11月1日㈰、14:00～15:40　所小俣図書館・2階ホ
ール　内大島希巳江さん（神奈川大学教授）による講
演と英語落語　定240人
※詳しくは、ホームページ（http://kokucheese.com/event/
　index/334499/）をご覧ください。

英語落語で世界を笑わそう
～英語教育にユーモアとジョークを～
西沢さん（☎090-1986-0593）

時11月７日㈯、14:00～15:30　所尾崎咢堂記念館　
内童謡や唱歌が戦中・戦後にどのような形で歌い継
がれてきたか、歌にまつわる話と懐かしい歌をお聴

きください。

戦後70年 歌い継ぐ「童謡の風景」
コンサート
わらべ・西村さん（☎36-2829）

時11月14日㈯・10:00～16:00、15日㈰・10:00～15:00
所いせ市民活動センター北館（いせシティプラザ）
内伊勢・度会地区の現職教職員・退職会員とその家
族による書・絵画・彫

ちょう

塑
そ

・篆
てん

刻
こく

・写真・陶芸・手芸・

工芸・園芸・生け花・型紙・俳句・川柳などの展示、

伊勢市・度会郡の小・中学生による書・図画作品の

展示

生き生き楽しい作品展
三重県退職教職員互助会伊勢･度会地区・井谷さん
（☎27-6718）

時11月21日㈯、16:00～　所いせ市民活動センター
北館（いせシティプラザ）・２階多目的ホール　内テ
レビドラマ「北の国から」のテーマ曲・挿入曲のギ

ター奏者で、さだまさしのコンサートツアーのサポ

ートを17年務めた坂元昭二さんのライブ。ゲストに
伊勢のクラシック界から廣めぐみさんと中瀬あやさ

んを呼んで、にぎやかなライブにします。　料一般
…前売り2,500円・当日3,000円、学生…1,000円
前夜祭
時11月20日㈮、19:00～　所 c

カフェ

afe C
カップ

AP J
ジュビー

UBY（宇治今
在家町30-2）　内弦鳴りの音まで触れられる近さで
ギター演奏を聴いていただけます　定30人　料前売
り 3,000円、当日3,500円（いずれも1ドリンク付き）

坂元昭二Acoustic Live in 伊勢
～耳を澄ませて
坂元昭二ライブ伊勢実行委員会・笠井さん
（☎090-2777-7293）

時11月28日㈯、13:00～15:00　所明野小学校・体育
館　内小俣小学校たんぽぽ合唱団、明野小学校4年
生、小俣中学校ブラスバンド部、コーラスRIN、コ
ーラスそよかぜ、小俣女声コーラス、暁の星幼稚園

コールセシリア、琴修会によるコンサート

第26回チャリティーコンサート
こころのハーモニー
おばたこころのハーモニー実行委員会
（☎24-5171〔明野小学校〕）

時 12月５日㈯・６日㈰、10:00～16:00　所生涯学習
センターいせトピア・多目的ホール　内市内の小・
中学生による図工・美術作品・書写作品の展示

伊勢市教育美術展
伊勢市教育美術展運営委員会
（☎36-4666〔神社小学校〕）

時とき　所ところ　対対象　　 内内容
定定員　料料金　   申申し込み

１月１日号＝11月13日㈮
１月15日号＝11月30日㈪

掲載申し込み
締め切りイベント掲示板
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時とき　所ところ　対対象　定定員　申申し込み　問問い合わせ先

  予算額 9,480 万 2千円（市主催分のみ）11月の無料相談
法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて
　いる場合は、相談を受けることはできません。

時 毎週月曜日、13:30～15:30〔11月23日
は祝日のため、24日㈫に行います〕
所広報広聴課（☎㉑5515）
対市内に住所を有する人
定８人（先着順）
申相談日の１週間前の月曜日・8:30以
降、広報広聴課へ来所または電話
※11月30日実施分の申し込みは、11月23日
　が祝日のため、24日㈫から受け付けます。

時 11月５日㈭、13:30～15:30
所小俣保健センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申 10月29日㈭～11月４日㈬に、社会福祉
協議会小俣支所（☎㉗0509）へ来所また
は電話の上、相談日当日の13:15までに来所

時 11月19日㈭、13:30～15:30
所社会福祉協議会御薗支所（ハートプ
ラザみその北側事務所棟）

対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申 11月12日㈭～18日㈬に、社会福祉協
議会御薗支所（☎㉒6617）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所

消費生活・多重債務
（消費者被害の相談・クレジット・消費者金融など）

時 月～金曜日、9:00～12:00・13:00～
16:00
所伊勢市消費生活センター〔市役所本
館・２階〕（☎㉑5717）

【司法書士による多重債務相談】
時 11月19日㈭、9:30～11:30
所伊勢市消費生活センター
定４人（先着順）
申 11月２日㈪・9:00以降、伊勢市消費
生活センター（☎㉑5717）へ電話

時 12月３日㈭、13:30～15:30
所福祉健康センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申 11月26日㈭～12月２日㈬に、社会福祉
協議会伊勢支所（☎㉗2425）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所
※11月中に申し込みを開始するため、今月号
　に掲載しています。

交通事故
時 11月18日㈬、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）
定４人（先着順）
申相談日当日の8:30～14:30に、広報広
聴課へ来所または電話

時月～金曜日、9:00～16:00
所三重県交通事故相談窓口〔三重県栄
町庁舎・3階〕（☎059・228・7350）

行　政 （国・特殊法人などへの意見・要望など）

時 11月10日㈫、13:00～15:00
所二見生涯学習センター
問二見総合支所地域振興課（☎421111）

時 11月17日㈫、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）

時 11月24日㈫、13:00～15:00
所小俣公民館
問小俣総合支所地域振興課（☎㉒7858）

人　権

時 11月12日㈭、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

時月～金曜日、8:30～17:15
所津地方法務局伊勢支局（☎㉘6158）

公　証 （遺言・契約証明）

時 11月５日㈭、13:00～16:00（受け付
けは14:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

家庭児童・女性 （児童虐待・DVなど）

時月～金曜日、9:00～17:00
所こども家庭相談センター〔市役所東
庁舎・２階〕（☎㉑5709）

一人親

時月～金曜日、9:00～17:00
所こども課（☎㉑5561）

乳幼児

時月～金曜日、9:00～16:00
所大世古保育所（☎㉕3676）

小・中学生
（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人
関係・学習など）

時月～金曜日、8:30～17:00
所スマイルいせ〔小俣総合支所・３階〕
（☎㉒7867）

【臨床心理士によるカウンセリング（要予約）】
時月～金曜日、9:00～17:00
対小・中学生、保護者

青少年 （非行問題など）

時月～金曜日、8:30～17:00
所青少年相談センター〔小俣総合支所・
１階〕（☎㉒7894）

就　職

時月・火・木～土曜日、11:00～17:00
所いせ市民活動センター北館（いせシ
ティプラザ）

対 39歳までの人またはその保護者
問いせ若者就業サポートステーション
（☎636603）

障がい者・障がい児
（福祉サービスの利用相談・日常生活の相談
支援など）

時 月～金曜日、①8:30～17:15・②8:30
～17:30・③9:30～17:30
所①障害者東地域相談支援センター（☎
434400、FAX434427）・②障害者西地域
相談支援センター（☎㉔3009、FAX㉔
3019）・③障害者総合相談支援センター
「フクシア」（☎㉑3633、FAX⑳6535）

高齢者在宅介護

時月～金曜日、8:30～17:15
所東地域包括支援センター（☎441165）
 　中部地域包括支援センター（☎㉗2424）
　 南地域包括支援センター（☎㉑0080）
　 西地域包括支援センター（☎⑳5055）

時毎日24時間対応
所各在宅介護支援センター〔神路園（☎
㉒6012）、双寿園（☎㉓9231）、白百合
園（☎㉗1511）、山咲苑（☎㉓8000）、正
邦苑（☎381800）、みなと（☎350811）、
楽寿苑（☎㉛0050）、二見ふれあいプラ
ザ（☎434423）、小俣（☎㉗1155）〕

心配ごと　※いずれも、電話相談も可能。

時 11月４日㈬、13:30～15:30
所小俣保健センター
問社会福祉協議会小俣支所（☎㉗0509）

時 11月11日㈬、13:30～15:30
所福祉健康センター
問社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗2425）

時 11月18日㈬、13:30～15:30
所社会福祉協議会御薗支所〔ハートプ
ラザみその北側事務所棟〕（☎㉒6617）

時 11月25日㈬、13:30～15:30
所社会福祉協議会二見支所〔二見ふれ
あいプラザ内〕（☎435551）

登　記

時 11月10日㈫、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）
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